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「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
普
及
の
た
め
に
経
済
産
業
省

が
提
唱
し
て
い
る
考
え
で
、
ユ
ー
ザ
ー

の
業
務
フ
ロ
ー
や
施
設
環
境
を
、
ロ
ボ

ッ
ト
が
導
入
し
や
す
く
、
働
き
や
す
い

環
境
へ
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

だ
。
こ
れ
が
広
く
浸
透
す
れ
ば
、
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
一
品
も
の
で
作
る
必

要
が
な
く
、
低
価
格
化
で
き
、
よ
り
普
及
に
つ

な
が
る
と
し
て
い
る
。
と
て
も
良
い
考
え
方
で

大
賛
成
だ
が
、
一
方
で
不
満
も
あ
る
。
い
ま
現

場
を
支
え
て
い
る
作
業
者
の
未
来
を
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
問
題
だ
▼
現
場
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
場
の
作
業
者
は

ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
作
業
が
効

率
的
に
な
っ
て
喜
ば
し
い
が
、
無
条
件
に
は
歓

迎
で
き
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
感
情
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
数
年
前
に
「
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
な

く
な
る
仕
事
」
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は

ロ
ボ
ッ
ト
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
が
進
め
ば
作
業
者
の
仕
事
は
減
っ
て
い

く
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
仕
事
を
助
け
て
く
れ
る
仲
間

で
あ
り
な
が
ら
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
の
だ
。

対
し
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

は
単
純
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
に
能
力
を
生
か
せ
る
と
言
う
人
も
い

る
が
、
で
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
と
は
何

か
？
　
そ
れ
は
大
量
に
あ
り
、
誰
で
も
で
き
る

仕
事
な
の
か
？
　
こ
の
あ
た
り
は
と
て
も
曖
昧

で
、
実
現
可
能
性
は
甚
だ
疑
問
だ
。
「
ロ
ボ
ッ

ト
で
人
手
不
足
を
解
消
し
、
生
産
性
を
上
げ

る
」
。
こ
れ
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
企
業
や

経
営
者
で
あ
り
、
現
場
の
作
業
員
に
と
っ
て
の

う
ま
味
は
少
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
社
会
の
実
現
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
っ
て
仕
事
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
人
た

ち
に
対
し
て
も
、
新
た
な
仕
事
や
役
割
、
ま
た

は
別
の
雇
用
の
道
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
▼
時
代
は
少
量
多
品
種
化
へ
と

進
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
台
数
は
今
後
も
伸
び

て
い
く
見
通
し
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
調
整
や
設
定

変
更
の
頻
度
・
件
数
が
増
え
る
の
は
確
実
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
１
現
場
に
最
低
１
人
は
ロ
ボ

ッ
ト
の
面
倒
を
見
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
、
現
場
で
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
。
そ

こ
に
こ
そ
現
場
作
業
者
の
未
来
、
新
た
な
役
割

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
別
教
育
の
受
講
に
補
助
金
を

出
し
て
学
び
や
す
く
し
、
現
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
を

取
り
扱
え
る
人
を
増
や
し
て
い
く
。
将
来
に
向

け
て
そ
ん
な
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。
単
に
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
全
体
を
底
上
げ
し
て
厚
く
す
る
。
そ
し

て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
収
益
、
雇
用
を
生
み
出

し
て
い
く
。
「
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
ら
ゆ
る
人
を
幸

せ
に
す
る
」
こ
れ
こ
そ
が
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
社
会
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

新たなビジネス、新たな雇用を生み出してこそ真のロボットフレンドリー

電気機器の2021年度実績見込みと2022年見通し
2021年度実績見込み 2022年度見通し

重電機器 3兆5041億円（12.7%増） 3兆5823億円（2.2%増）

白物家電機器 1兆8681億円（3.3%減） 1兆8514億円（0.9%減）

電気機器合計 5兆3722億円（6.5%増） 5兆4337億円（1.1%増）

の
双
腕
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｆ

ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｙ
」
で
、
か
ら
揚

げ
や
ち
く
わ
と
い
っ
た
惣
菜

を
ピ
ッ
キ
ン
グ
し
、
弁
当
箱

へ
の
盛
り
付
け
や
加
工
容
器

へ
の
投
入
な
ど
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
ヒ
ラ
イ
と
藤
本

食
品
の
弁
当
の
盛
り
付
け
ラ

イ
ン
に
試
験
導
入
さ
れ
た
ほ

か
、
イ
チ
ビ
キ
の
レ
ト
ル
ト

惣
菜
の
加
工
工
程
に
も
導
入

さ
れ
、
出
荷
製
品
の
加
工
ラ

イ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
中
小
企
業
へ
の
導

入
促
進
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
の
低
価
格
化
を
含

め
た
開
発
を
進
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
は
２
種
類
で
、
ひ
と
つ

が
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

　
Ｆ
Ａ
と
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
も
の
。

野
菜
な
ど
の
不
定
形
物
や
粘

着
性
の
高
い
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

の
よ
う
な
食
材
を
、
つ
か
み

な
が
ら
計
量
し
、
定
量
を
均

一
に
盛
り
付
け
で
き
る
。
高

速
動
作
で
タ
ク
ト
が
速
く
、

１
台
で
１
人
分
の
作
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
４
台
連
ね

る
こ
と
で
１
時
間
で
１
０
０

０
食
分
の
生
産
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
東
海
長
泉
工
場
で
稼
働
し

て
い
る
。

　
も
う
１
台
が
ア
ー
ル
テ
ィ

「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
環
境
」構
築

　
経
済
産
業
省
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
や
す
い
「
ロ
ボ

ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環

境
」
の
実
現
に
向
け
、
食
品

工
場
等
で
の
お
惣
菜
盛
り
付

け
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
官

民
一
体
と
な
っ
て
開
発
。
実

際
の
食
品
工
場
に
導
入
し
、

お
惣
菜
の
製
造
工
程
の
自
動

化
の
実
用
化
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１

９
年
秋
か
ら
開
始
さ
れ
、
経

産
省
と
日
本
惣
菜
協
会
、
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
　
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
　
Ｆ

Ａ
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
、
ア
ー
ル
テ
ィ
、
グ

ル
ー
ブ
ノ
ー
ツ
と
い
っ
た
ベ

ン
ダ
ー
企
業
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
東
海
、
イ
チ
ビ
キ
、
ヒ

ラ
イ
、
藤
本
食
品
等
の
ユ
ー

ザ
ー
企
業
が
参
加
。
惣
菜
製

造
工
程
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト

に
と
っ
て
盛
り
付
け
し
や
す

い
方
法
や
つ
か
み
や
す
い
包

装
容
器
の
あ
り
方
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
や
す
い
環
境
構

築
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
重

ね
、
こ
の
ほ
ど
自
動
盛
り
付

け
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
現

場
導
入
に
至
っ
た
。

経産省と日本惣菜協会ら

官民一体でロボ開発
惣菜盛り付け自動化

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ「
2022
年
度
電
気
機
器
見
通
し
」

国
内
生
産
5.4
兆
円
に

設
備

投
資

国
内
外
と
も
回
復
傾
向

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
は
、
２
０
２
２
年
度

電
気
機
器
の
見
通
し
を
取
り

ま
と
め
、
重
電
機
器
と
白
物

家
電
を
合
わ
せ
た
電
気
機
器

の
国
内
生
産
は
、
前
年
度
比

１
・
１
％
増
の
５
兆
４
３
３

７
億
円
と
予
想
し
た
。

　
重
電
分
野
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
よ
る
部

材
不
足
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
も
の
の
、
中
国
、
米
国
等

の
半
導
体
、
電
子
部
品
産
業

向
け
の
設
備
投
資
が
期
待
さ

れ
、
そ
の
他
の
産
業
分
野
の

設
備
投
資
も
国
内
、
海
外
共

に
緩
や
か
に
回
復
が
見
込
ま

れ
、
国
内
生
産
は
２
・
２
％

増
の
３
兆
５
８
２
３
億
円
に

な
る
見
通
し
だ
。

　
21
年
度
は
、
重
電
・
白
物

家
電
機
器
を
合
わ
せ
た
電
気

機
器
の
国
内
生
産
は
６
・
５

％
増
の
５
兆
３
７
２
２
億
円

と
な
り
、
重
電
分
野
は
12
・

７
％
増
の
３
兆
５
０
４
１
億

円
の
見
込
み
。
回
転
電
気
機

械
が
13
・
２
％
増
の
９
９
５

０
億
円
と
な
り
、
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
は
輸
出
を
中
心
に
半
導

体
、
電
子
部
品
産
業
向
け
が

拡
大
。
開
閉
制
御
装
置
・
開

閉
機
器
は
８
・
９
％
増
の
１

兆
４
６
７
４
億
円
の
見
込

み
。
監
視
制
御
装
置
は
国
内

製
造
業
向
け
が
回
復
し
、
低

圧
開
閉
器
・
制
御
機
器
は
、

プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
が
中
国
を
中
心
と
す
る

ア
ジ
ア
の
設
備
投
資
が
回
復

す
る
こ
と
に
よ
り
増
加
す
る

と
見
て
い
る
。

制
御
盤
製
造
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
開

制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
解
決
策
を
紹
介

JEMA
制御盤2030WG

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

制
御
盤
の
仕
様
の
提
示
・
確

認
か
ら
、
設
計
、
製
造
を
経

て
、
納
品
後
の
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
ま
で
の
制
御
盤
製
造

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
各

工
程
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
を
進

め
る
た
め
の
課
題
・
障
害
と

な
っ
て
い
る
具
体
例
を
「
Ｄ

Ｘ
の
壁
」
を
挙
げ
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
施
策
案

を
「
推
進
施
策
」
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
Ｄ
Ｘ
の
壁
と
し
て

は
、
仕
様
の
提
示
・
確
認
段

階
に
お
け
る
情
報
の
伝
達
手

段
に
つ
い
て
、
現
在
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
紙
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
の
や
り
と
り
が
多
く
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
流
用
や

利
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
状

態
に
あ
り
非
効
率
を
生
ん
で

い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
推
進
施
策
と
し
て
は
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｂ
Ｏ
Ｍ
な
ど
デ
ジ

タ
ル
活
用
可
能
な
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
使
い
、
変
更
履
歴
が

残
る
形
で
の
伝
達
や
ク
ラ
ウ

ド
共
有
で
変
更
や
更
新
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
に
す
べ
き
と

し
て
い
る
。

　
配
線
作
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

の
壁
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル

径
、
電
線
や
端
子
の
種
類
な

ど
が
製
作
指
示
書
に
な
く
、

ケ
ー
ブ
ル
長
や
配
線
経
路
も

設
計
図
面
に
な
く
、
い
ず
れ

も
熟
練
作
業
者
が
現
場
で
判

断
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る

推
進
施
策
と
し
て
、
製
作
指

示
書
の
改
善
や
電
線
加
工
機

の
使
用
に
よ
る
自
動
化
、
フ

ェ
ル
ー
ル
端
子
に
よ
る
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
接
続
に
対
応
し
た

機
器
の
利
用
な
ど
を
提
案
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
制
御
盤
製
造
業
の
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
の
あ
る
べ
き
姿

を
提
示
。
具
体
的
に
は
「
盤

発
注
者
と
制
御
盤
メ
ー
カ
ー

と
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ク
ラ

ウ
ド
を
介
し
て
シ
ー
ム
レ
ス

な
連
携
環
境
を
構
築
す
る
」

「
機
器
サ
プ
ラ
イ
ヤ
が
提
供

す
る
最
新
の
部
品
デ
ー
タ
は

ク
ラ
ウ
ド
経
由
で
ラ
イ
ブ
ラ

リ
に
反
映
さ
れ
る
」
「
制
御

盤
の
設
計
デ
ー
タ
は
盤
発
注

者
経
由
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
提
供
さ
れ
、
保
守
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
使
わ
れ
る
」

「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
ク

ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
に
な
っ
て

お
り
、
納
入
後
の
デ
ー
タ
は

新
商
品
企
画
に
反
映
さ
れ

る
」
な
ど
、
各
工
程
と
各
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
チ
ェ
ー
ン
と
し

て
連
携
し
、
デ
ー
タ
を
や
り

と
り
し
な
が
ら
制
御
盤
の
設

計
製
造
を
行
っ
て
い
る
状
態

を
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
い

る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
Ｊ
Ｅ
Ｍ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償

で
入
手
で
き
る
。

https://www.jema-net.
or.jp/Japanese/pis/
seigyoban2030.html

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３
０

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
年
、
制
御
盤
と
そ
の
製

造
の
あ
り
方
の
未
来
像
と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」

に
つ
い
て
の
調
査
・
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
た
び
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
Ｄ
Ｘ
の
先
行
事
例
と

し
て
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
公
開
し
た
。

サ
ン
テ
レ
ホ
ン
と
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ

社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
交
代

　
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
は
田
村
政
一
社

長
が
相
談
役
に
就
き
、
後
任

の
代
表
取
締
役
社
長
に
は
、

日
東
工
業
生
産
企
画
部
の
日

比
野
徹
氏
が
就
任
す
る
。
日

比
野
氏
は
４
月
１
日
付
で
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
取
締
役
に
就
任
し
た
。

　
日
東
工
業
は
、
子
会
社
の

サ
ン
テ
レ
ホ
ン
と
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
社
長

を
交
代
す
る
。
就
任
日
は
い

ず
れ
も
各
社
の
株
主
総
会
を

行
う
６
月
下
旬
の
予
定
。

　
サ
ン
テ
レ
ホ
ン
は
鈴
木
健

一
専
務
が
代
表
取
締
役
社
長

に
昇
格
し
、
榎
本
雅
之
社
長

は
相
談
役
に
就
任
す
る
。

南
氏
が
社
長
に

三
菱
電
機
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ南社長

　
三
菱
電
機
の
関
東
地
区
で

の
Ｆ
Ａ
事
業
を
主
力
に
展
開

し
て
い
る
販
売
子
会
社
、
千

代
田
三
菱
電
機
機
器
販
売
と

清
康
社
が
統
合
し
、
４
月
１

日
付
で
「
三
菱
電
機
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
新
会
社
の
社
長
に
は
千
代

田
三
菱
電
機
機
器
販
売
の
南

公
敏
社
長
が
、
ま
た
副
社
長

に
清
康
社
の
土
屋
敦
彦
社
長

が
就
任
し
た
。

社
長
に
富
澤
副
社
長
菱
電

商
事

富澤新社長

　
菱
電
商
事
は
、
６
月
の
定

時
株
主
総
会
を
も
っ
て
現
・

代
表
取
締
役
社
長
の
正
垣
信

雄
氏
が
退
任
し
、
新
た
な
代

表
取
締
役
社
長
と
し
て
富
澤

克
行
氏
（
現
・
副
社
長
執
行

役
員
）
が
就
任
す
る
。
正
垣

氏
は
常
任
相
談
役
と
な
る
。

　
富
澤
氏
は
、
１
９
６
０
年

４
月
14
日
生
ま
れ
の
61
歳
。

１
９
８
３
年
三
菱
電
機
入
社

後
、
２
０
１
２
年
三
菱
電
機

名
古
屋
製
作
所
副
所
長
、
２

０
１
５
年
三
菱
電
機
（
中

国
）
有
限
公
司
董
事
長
兼
副

総
経
理
、
２
０
１
７
年
４
月

三
菱
電
機
株
式
会
社
執
行
役

員
中
国
総
代
表
、
三
菱
電
機

（
中
国
）
有
限
公
司
董
事
長

兼
総
経
理
を
経
て
、
２
０
２

１
年
６
月
か
ら
菱
電
商
事
副

社
長
執
行
役
員
。

事
業
戦
略
本
部
を
新
設

サ
ン
セ
イ
テ
ク
ノ
ス

４
本
部
体
制
に

　
サ
ン
セ
イ
テ
ク
ノ
ス
（
大

阪
市
淀
川
区
）
は
、
４
月
１

日
付
で
新
た
に
「
事
業
戦
略

本
部
」
を
設
置
し
、
営
業
本

部
、
仕
入
本
部
、
管
理
本
部

の
４
本
部
体
制
に
し
た
。
事

業
戦
略
本
部
長
は
浦
野
俊
明

社
長
が
兼
務
す
る
。
ま
た
、

大
阪
北
部
、
お
よ
び
京
都
南

西
部
の
営
業
強
化
へ
新
た
に

茨
木
オ
フ
ィ
ス
（
大
阪
府
）

を
開
設
し
た
。

　
４
月
１
日
付
の
役
員
異
動

は
次
の
通
り
。

　
▽
事
業
戦
略
本
部
長
　
代

表
取
締
役
社
長
浦
野
俊
明
▽

社
長
補
佐
役
（
管
理
本
部

長
）
専
務
執
行
役
員
三
宅
信

義
▽
管
理
本
部
長
（
管
理
本

部
長
副
本
部
長
）
常
務
執
行

役
員
・
レ
ッ
ク
取
締
役
社
長

赤
尾
幸
則
▽
社
長
室
部
長

（
営
業
４
部
長
）
執
行
役
員

情
家
充
雄
▽
財
務
部
長
（
総

務
部
長
）
同
小
島
研
一
▽
大

阪
南
営
業
部
長
（
名
古
屋
支

店
長
）
同
佐
川
美
樹
▽
営
業

３
部
長
兼
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

営
業
部
長
（
技
術
部
長
）
同

小
木
曽
正
敏
▽
総
務
部
長

（
リ
ス
ク
統
括
部
長
兼
人
事

部
長
）
同
宮
本
英
征
▽
執
行

役
員
・
事
業
戦
略
副
本
部
長

兼
レ
ッ
ク
執
行
役
員
（
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
東
大
阪
支
店

長
）
光
井
晋
介

ソ
フ
ト
開
発

会
社
を
買
収

ミ
マ
キ
エ
ン
ジ

　
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

の
マ
イ
ク
ロ
テ
ッ
ク
（
東
京

都
品
川
区
南
大
井
３
―
16
―

３
、
宮
下
千
里
社
長
、
資
本

金
３
０
０
０
万
円
）
を
買
収

し
、
１
０
０
％
子
会
社
に
し

た
。
取
得
額
は
非
公
表
。

　
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
タ
開
発
の
コ
ア

技
術
で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
、
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
、
メ
カ
、
ケ
ミ

カ
ル
の
結
合
に
よ
り
、
美
し

く
・
速
い
プ
リ
ン
ト
＆
カ
ッ

ト
を
実
現
す
る
製
品
の
開
発

を
進
め
て
お
り
、
特
に
今
後

は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
お
よ
び
ケ

ミ
カ
ル
領
域
で
の
差
別
化
が

重
要
と
判
断
。
マ
イ
ク
ロ
テ

ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

技
術
、
お
よ
び
人
材
も
含
め

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
に
取
り

込
み
融
合
す
る
こ
と
で
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
力
の
さ
ら
な
る
強
化

を
は
か
る
。

　
マ
イ
ク
ロ
テ
ッ
ク
は
１
９

９
０
年
７
月
設
立
で
、
社
員

数
70
人
。
２
０
２
１
年
７
月

期
の
売
り
上
げ
は
５
億
７
１

０
０
万
円
。

制
御
盤
製
造
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
あ
る
べ
き
姿
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「
ａ
ｌ
ｆ
ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
、

「
ａ
ｌ
ｆ
ａ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
」
を
披

露
す
る
。

　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
10
秒
「
ぱ
っ

と
見
積
」
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
駆
使

し
た
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
。

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
は

「
中
堅
・
中
小
製
造
業
　
真

の
Ｄ
Ｘ
戦
略
２
・
０
」
と
し

て
、
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
。

　
同
社
高
木
俊
郎
社
長
に
よ

る
「
Ｄ
Ｘ
最
新
情
報
」
の
講

演
や
、
中
堅
・
中
小
製
造
業

の
経
営
者
が
参
加
し
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
Ｄ
Ｘ

へ
の
取
り
組
み
を
討
論
す

る
。

　
参
加
費
は

無
料
で
あ
る

が
、
事
前
登
録
が
必
要
。
定

員
は
会
場
が
１
０
０
人
、
オ

ン
ラ
イ
ン
が
３
０
０
人
（
新

製
品
発
表
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
未
定
）
。

ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ

電
が
で
き
、
省
配
線
設
置
が

可
能
。
音
声
対
応
メ
ー
ル
検

知
モ
デ
ル
Ｎ
Ｈ
Ｖ
―
Ｍ
は
メ

ー
ル
検
知
が
で
き
、
顧
客
か

ら
の
注
文
メ
ー
ル
や
シ
ス
テ

ム
異
常
な
ど
重
要
な
メ
ー
ル

が
届
い
た
と
き
に
光
と
音
で

知
ら
せ
、
即
座
に
対
応
が
可

能
と
な
る
。

　
主
な
用
途
は
、
オ
フ
ィ
ス

・
官
公
庁
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
異
常

検
知
と
対
応
の
迅
速
化
に
有

効
で
、
工
場
で
は
デ
ジ
タ
ル

Ｉ
／
Ｏ
を
備
え
た
モ
デ
ル
を

利
用
し
、
温
度
の
し
き
い
値

超
え
や
設
備
の
異
常
信
号
を

受
け
取
る
こ
と
に
よ
る
可
視

化
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介

し
て
の
遠
隔
報
知
を
通
じ
て

ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
対
応
を
可

能
に
す
る
。

　
初
年
度
３
０
０
０
台
の
販

売
を
目
標
と
す
る
。

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
ホ
イ
ス

ト
用
押
ボ
タ
ン
開
閉
器
「
Ｃ

Ｏ
Ｂ
80
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い

て
、
受
注
対
応
品
の
見
積
も

り
や
注
文
に
必
要
な
製
作
仕

様
書
を
簡
単
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

「
楽
楽
Ｃ
Ｏ
Ｂ
」
を
公
開
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
ホ
イ
ス
ト
用
押

ボ
タ
ン
開
閉
器
の
受
注
対
応

品
は
、
紙
媒
体
の
製
作
仕
様

書
を
記
入
す
る
必
要
が
あ

り
、
「
記
入
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
」
「
選
択
項
目
が
多

　
営
業
の
目
的
は
端
的
に
言
え

ば
売
り
上
げ
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。
国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
伸
び

て
い
る
と
き
に
売
上
額
が
前
年

並
み
で
あ
れ
ば
相
対
的
に
は
減

少
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
。

周
囲
の
給
料
が
増
え
て
も
自
分

の
給
料
は
横
ば
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
売
り
上
げ
目
標
額
を
前
年
比

で
高
め
に
設
定
す
る
の
は
給
料

を
上
げ
た
い
と
い
う
表
れ
で
あ

る
。
営
業
は
給
料
を
上
げ
る
た

め
の
最
前
線
に
い
る
の
だ
。

　
売
上
額
を
伸
ば
し
て
き
た
機

器
部
品
営
業
の
歴
史
は
顧
客
の

拡
大
時
代
か
ら
始
ま
り
、
客
先

を
深
く
耕
す
顧
客
深
耕
時
代
へ

と
移
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
今
の

販
売
員
は
売
上
額
を
伸
ば
す
た

め
に
、
顧
客
を
増
や
す
か
、
顧

客
を
深
く
掘
り
下
げ
る
か
で
売

り
上
げ
は
上
が
る
こ
と
が
経
験

上
、
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し

令
和
時
代
で
は
拡
大
や
深
耕
は

同
じ
で
も
拡
大
や
深
耕
の
内
容

が
違
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
今
ま

で
頭
に
描
い
て
き
た
拡
大
や
深

耕
と
令
和
時
代
の
拡
大
や
深
耕

に
は
相
違
が
あ
る
の
だ
。

　
現
在
の
新
規
開
拓
は
昭
和
の

飛
び
込
み
訪
問
や
平
成
の
電
話

に
よ
る
ア
ポ
取
り
訪
問
の
よ
う

な
や
り
方
で
は
ほ
と
ん
ど
う
ま

く
い
か
な
い
。

　
そ
れ
で
も
成
長
し
て
い
る
販

売
店
は
顧
客
が
増
え
て
い
る
か

上
位
客
の
顔
ぶ
れ
が
新
し
く
な

っ
て
い
る
。
昨
今
の
機
器
部
品

営
業
の
顧
客
拡
大
の
事
情
を
見

る
と
商
品
に
興
味
を
持
っ
た

り
、
商
品
を
必
要
と
す
る
見
込

み
客
の
方
か
ら
メ
ー
カ
ー
や
販

売
店
に
近
づ
い
て
新
規
顧
客
に

な
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的

に
多
い
。
販
売
員
が
積
極
的
に

見
込
み
客
を
探
し
て
新
規
の
顧

客
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　
だ
か
ら
新
た
な
見
込
み
客
を

捕
捉
す
る
の
に
知
名
度
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
し
、
ネ
ッ
ト
や

各
種
メ
デ
ィ
ア
を
う
ま
く
使
え

る
宣
伝
力
を
持
つ
必
要
が
あ

る
。
そ
う
な
る
と
大
手
の
販
売

店
や
メ
ー
カ
ー
の
営
業
は
断
然

有
利
に
な
る
。
見
込
み
客
の
方

か
ら
近
づ
い
て
こ
な
い
販
売
店

の
顧
客
拡
大
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
新

し
い
口
座
の
客
を
取
れ
な
い
と

言
っ
て
悩
む
の
で
は
な
く
、
現

在
の
顧
客
を
見
つ
め
直
す
こ
と

か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
。
何
度
か

言
っ
て
き
た
が
機
器
部
品
販
売

員
の
顧
客
は
技
術
者
で
あ
る
。

顧
客
を
増
や
す
こ
と
と
は
親
し

い
技
術
者
を
増
や
す
こ
と
な
の

だ
。
顧
客
の
中
に
は
見
込
み
客

ら
し
き
技
術
者
が
各
所
に
い

る
。
販
売
員
は
い
ろ
い
ろ
な
用

事
で
顧
客
を
訪
問
す
る
。
そ
の

用
件
が
無
事
に
済
め
ば
、
ほ
っ

と
し
て
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
が

帰
る
前
に
知
り
合
い
を
紹
介
し

て
も
ら
う
た
め
の
布
石
を
打
つ

の
で
あ
る
。
と
も
か
く
顧
客
の

中
を
回
遊
し
て
知
り
合
い
を
増

や
し
続
け
る
こ
と
が
肝
要
な
の

だ
。

　
知
り
合
い
を
増
や
し
て
い
け

ば
点
が
面
に
な
っ
て
情
報
量
は

飛
躍
的
に
多
く
な
る
。
多
く
な

っ
た
情
報
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
る
し
攻
め

入
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
、
売

り
上
げ
は
増
え
る
は
ず
だ
。
売

り
上
げ
伸
長
の
も
う
一
つ
の
方

法
は
顧
客
深
耕
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
深
耕
と
は
イ
モ
の
つ
る

を
引
き
上
げ
て
収
穫
す
る
の
が

ご
と
く
販
売
可
能
の
商
品
を
見

つ
け
て
次
々
に
売
っ
て
い
く
、

う
ま
く
い
け
ば
シ
ス
テ
ム
ご
と

受
注
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ

っ
た
。
令
和
時
代
に
は
国
内
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
設
備

へ
の
投
資
も
活
発
に
な
る
。
そ

の
投
資
に
は
新
し
い
技
術
や
高

度
な
技
術
を
使
う
の
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
活

発
な
投
資
は
現
場
に
資
金
が
回

り
、
生
産
効
率
を
上
げ
る
工
夫

が
活
発
に
な
る
。

　
そ
れ
ら
の
需
要
を
取
り
込
む

た
め
の
顧
客
深
耕
活
動
を
す
れ

ば
い
い
。
技
術
商
社
を
目
指
す

販
売
店
は
新
し
い
技
術
に
追
随

で
き
る
販
売
員
を
養
成
で
き
る

か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

高
機
能
製
品
を
扱
っ
て
新
し
い

需
要
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
考
え

る
と
一
般
の
販
売
店
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
一
般
の
販
売
店

の
顧
客
深
耕
は
本
来
の
商
売
に

戻
れ
ば
い
い
の
だ
。
買
い
手
と

売
り
手
を
つ
な
ぐ
の
が
商
売
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
販
売
員
は
い
ち
早
く

顧
客
の
情
報
や
意
向
を
嗅
ぎ
取

っ
て
事
案
を
解
決
で
き
る
ベ
ン

ダ
ー
や
未
知
の
メ
ー
カ
ー
、
相

当
の
商
品
を
探
し
て
、
売
り
上

げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
相
当
の
情
報
を
持
つ
人

と
人
間
関
係
を
作
る
の
が
顧
客

深
耕
営
業
に
な
る
の
だ
。

知
り
合
い
増
や
し
情
報
量
ア
ッ
プ

新
た
な
需
要
取
り
込
む
顧
客
深
耕

�

三菱電機　3Dシミュレータ
「MELSOFT Gemini」

　
三
菱
電
機
は
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
３
Ｄ
で
生
産
設
備

・
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
し
、
生
産
現
場
で
の
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
実
機
レ
ス
で
容
易
に
検
証
で
き
る
３
Ｄ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
（
メ
ル

ソ
フ
ト
ジ
ェ
ミ
ニ
）
」
を
４
月
28
日
か
ら
発
売
す
る
。

生
産
ラ
イ
ン
構
築

　
デ
ジ
タ
ル
空
間
で
検
証

　
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ス
・
ジ

ャ
パ
ン
は
、
Ｎ
ｅ
ｏ
ｕ
ｓ
ｙ

ｓ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
型
Ｐ
Ｃ
と
フ
レ

ー
ム
グ
ラ
バ
ー
カ
ー
ド
の
新

製
品
を
発
売
し
た
。

　
Ｎ
ｕ
ｖ
ｏ
―
８
０
０
０
シ

リ
ー
ズ
＝
写
真
左
＝
は
、
最

大
５
基
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
／
Ｐ
Ｃ

Ｉ
ス
ロ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
第

９
／
８
世
代
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
　

Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
ｉ
７
／
ｉ
５
／
ｉ

３
シ
リ
ー
ズ
拡
張
Ｂ
Ｏ
Ｘ
型

Ｐ
Ｃ
。
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
型

や
ウ
ォ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト
型
の

Ｉ
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
置
き
換

え
に
最
適
。

　
Ｎ
ｕ
ｖ
ｏ
―
８
０
３
４
シ

リ
ー
ズ
は
、
第
９
／
８
世
代

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
　

ｉ
７
／
ｉ
５
／
ｉ
３
プ
ロ
セ

ッ
サ
を
搭
載
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
サ
イ
ズ
に
７
個
の
Ｐ
Ｃ

Ｉ
ｅ
／
Ｐ
Ｃ
Ｉ
拡
張
ス
ロ
ッ

ト
を
搭
載
し
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
型
Ｐ
Ｃ
。
最
新

の
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

向
け
に
、
１
８
０
Ｗ
の
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
　
Ｇ
Ｐ
Ｕ
を
１
基

搭
載
可
能
。
３
つ
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ

ス
ロ
ッ
ト
は
一
般
産
業
用
途

の
レ
ガ
シ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｉ
カ
ー
ド

に
対
応
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
―
Ｐ
ｏ
Ｅ
３
５

４
ａ
ｔ
／
３
５
２
ａ
ｔ
は
サ

ー
バ
グ
レ
ー
ド
の
Ｇ
ｉ
ｇ
Ｅ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
８
０
２
・

３
ａ
ｔ
　
Ｐ
ｏ
Ｅ
＋
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
世
界
初
の
Ｐ

ｏ
Ｅ
フ
レ
ー
ム
グ
ラ
バ
ー
カ

ー
ド
。
最
先
端
の
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｌ
　
Ｉ
３
５
０
ギ
ガ
ビ
ッ
ト

・
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
を
搭
載
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
―
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
８

１
Ｆ
＝
写
真
右
＝
は
、
マ
シ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
向
け
の
産
業
用
８
ポ
ー

ト
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
１
Ｇ
ｅ
ｎ
１

（
旧
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
０
）
フ
レ

ー
ム
グ
ラ
バ
ー
／
ホ
ス
ト
ア

ダ
プ
タ
カ
ー
ド
。
ｘ
４
　
Ｐ

Ｃ
Ｉ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
　

Ｇ
ｅ
ｎ
２
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
と
４
つ
の
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ

　
Ｆ
Ｌ
１
１
０
０
Ｓ
Ｘ
　
ｘ

Ｈ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
搭

載
し
、
４
台
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
カ

メ
ラ
を
同
時
に
使
用
し
た
場

合
、
ポ
ー
ト
あ
た
り
最
大
４

０
０
Ｍ
Ｂ
／
ｓ
の
デ
ー
タ
転

送
速
度
を
維
持
し
、
８
台
の

カ
メ
ラ
を
接
続
し
た
場
合
は

合
計
１
６
０
０
Ｍ
Ｂ
／
ｓ
の

帯
域
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
製
品
は
い
わ
ゆ
る
３
Ｄ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
シ
ー
ケ

ン
サ
や
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

制
御
動
作
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
連
携
し
、

デ
ジ
タ
ル
空
間
に
３
Ｄ
で
構

築
し
た
生
産
設
備
・
生
産
ラ

イ
ン
の
動
作
や
制
御
な
ど
の

事
前
検
証
を
実
現
。
机
上
検

証
を
通
じ
て
実
機
レ
ス
で
生

産
設
備
・
生
産
ラ
イ
ン
の
立

ち
上
げ
時
間
を
削
減
で
き

る
。

　
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
構
築
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ン
ベ
ヤ
、
加

工
機
な
ど
生
産
ラ
イ
ン
の
構

成
に
必
要
な
約
２
５
０
０
種

類
の
機
器
パ
ー
ツ
（
ｅ
カ
タ

ロ
グ
）
を
内
蔵
し
、
ド
ラ
ッ

音
声
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
御
信
号
灯
　

光
と
音
・
音
声
で
即
報

　
セ
キ
ュ
ア
な
プ
ロ
ト
コ
ル
対
応

パトライト

DXイノベーションフェア
４月25日、ハイブリッド開催

ホ
イ
ス
ト
用
押
ボ
タ
ン
開
閉
器
　

ウ
ェ
ブ
で
製
作
仕
様
書

　
受
注
対
応
品 

簡
単
に
注
文

グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
の
容
易
な
操

作
で
最
適
な
生
産
設
備
や
レ

イ
ア
ウ
ト
を
３
Ｄ
で
構
築
で

き
る
。

　
検
証
も
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ

ー
を
介
さ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な

Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
や
機
器
と
接
続
で
き
、

デ
ジ
タ
ル
空
間
の
３
Ｄ
デ
ー

タ
更
新
頻
度
を
約
12
倍
に
高

速
化
し
た
こ
と
で
高
い
精
度

で
生
産
設
備
の
動
作
干
渉
確

認
が
で
き
、
作
業
工
程
の
や

り
直
し
な
ど
手
戻
り
工
数
を

削
減
し
、
品
質
向
上
に
も
効

果
的
。

　
４
種
類
の
分
析
グ
ラ
フ

（
線
・
面
積
・
棒
・
円
）
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
統
計
を

視
覚
化
し
、
生
産
設
備
の
稼

働
率
の
変
化
を
と
ら
え
て
多

角
的
に
分
析
で
き
、
効
率
的

な
生
産
ラ
イ
ン
の
設
計
・
改

善
が
可
能
と
な
る
。

　
異
常
動
作
を
検
知
し
た
デ

ー
タ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
示

を
通
じ
て
確
認
す
る
こ
と
で

異
常
発
生
の
原
因
を
迅
速
に

究
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
（
東
京

都
中
央
区
）
は
、
「
Ｄ
Ｘ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
２
０

２
２
」
を
、
４
月
25
日
に
経

団
連
会
館
５
階
パ
ー
ル
ル
ー

ム
、
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す

る
。

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
は
、

新
製
品
発
表
会
と
し
て
、
業

界
初
の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
搭
載

の
最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
図
面
管
理
シ
ス
テ
ム

「
ａ
ｌ
ｆ
ａ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
Ｓ

ｒ
・
４
）
」
を
は
じ
め
、

安
心
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
可
視
化
を
実
現
で
き
る

音
声
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制

御
信
号
灯
「
Ｎ
Ｈ
Ｖ
型
」
４

タ
イ
プ
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
Ｓ

・
Ｓ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
ｖ
３
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ

・
Ｏ
Ａ
ｕ
ｔ
ｈ
２
・
０
等
の

セ
キ
ュ
ア
な
プ
ロ
ト
コ
ル
に

対
応
し
、
安
心
安
全
な
通
信

が
可
能
。
Ａ
Ｗ
Ｓ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ

　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
／
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｈ
ｕ
ｂ
の
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
、

サ
ー
バ
ー
レ
ス
で
信
号
灯
を

制
御
可
能
。

　
ま
た
テ
キ
ス
ト
情
報
を
音

声
に
変
換
す
る
「
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ

　
ｔ
ｏ
　
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ

（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
機
能
」
を
搭
載

し
、
音
声
作
成
が
簡
単
に
設

定
で
き
、
コ
マ
ン
ド
に
テ
キ

ス
ト
を
入
力
し
て
お
く
こ
と

で
音
声
の
自
動
読
み
上
げ
も

可
能
に
な
る
。

　
音
声
対
応
モ
デ
ル
、
音
声

対
応
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｏ
搭
載
モ

デ
ル
、
音
声
対
応
デ
ジ
タ
ル

Ｉ
Ｏ
搭
載
・
Ｐ
ｏ
Ｅ
受
電
モ

デ
ル
、
音
声
対
応
メ
ー
ル
検

知
モ
デ
ル
の
４
機
種
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
。

　
音
声
対
応
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｏ

搭
載
・
Ｐ
ｏ
Ｅ
受
電
モ
デ
ル

Ｎ
Ｈ
Ｖ
―
Ｄ
Ｐ
は
Ｐ
ｏ
Ｅ
受

く
何
を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」
「
前
回
の
製
作

仕
様
書
が
見
あ
た
ら
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
あ
っ

た
。
記
入
漏
れ
や
記
入
間
違

い
に
よ
る
手
戻
り
も
あ
り
、

ユ
ー
ザ
ー
の
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
サ
イ
ト

は
、
簡
単
に
受
注
対
応
品
を

注
文
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
ガ
イ
ド
に
従
い
な
が

ら
順
番
に
選
ん
で
い
く
だ
け

で
製
作
仕
様
書
が
簡
単
に
作

成
可
能
。
入
力
し
た
内
容

は
、
画
面
上
の
完
成
イ
メ
ー

ジ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
反
映
さ

れ
る
の
で
視
覚
的
に
も
確
認

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
作
成
途
中
デ
ー
タ
の
一
時

保
存
機
能
や
、
作
成
済
み
の

製
作
仕
様
書
の
内
容
は
マ
イ

ペ
ー
ジ
で
管
理
し
、
い
つ
で

も
確
認
可
能
。
過
去
デ
ー
タ

を
複
製
し
て
一
部
だ
け
変
更

す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
別
パ

タ
ー
ン
の
製
作
仕
様
書
の
作

成
も
で
き
る
。

　
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
はhttps: 

//www.patlite.co.jp/
cob/に

つ
い
て
、
一
度
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
員
登
録
で
毎
年
春
先
に
総

合
カ
タ
ロ
グ
を
定
期
的
に
発

送
す
る
「
総
合
カ
タ
ロ
グ
定

期
配
送
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始

し
た
。

　
同
社
は
毎
年
、
回
転
灯
や

信
号
灯
な
ど
の
シ
グ
ナ
リ
ン

グ
機
器
を
掲
載
し
て
い
る

「
総
合
カ
タ
ロ
グ
」
と
、
車

載
用
機
器
な
ど
を
掲
載
し
て

い
る
「
車
両
総
合
カ
タ
ロ

グ
」
の
２
種
類
を
発
刊
し
、

申
込
者
に
対
し
て
送
付
し
て

い
た
が
、
今
回
、
毎
回
申
し

込
む
の
が
手
間
と
い
う
声
を

受
け
、
い
っ
た
ん
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

員
登
録
を
し
て
お
け
ば
面
倒

な
フ
ォ
ー
ム
入
力
も
な
く
毎

年
届
け
る
よ
う
に
す
る
。

　https://www.patlite.
co.jp/registry-catalog/

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
セ
キ
ュ

ア
プ
ロ
ト
コ
ル
に
対
応
し
、

生
産
ラ
イ
ン
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
面

アイ・ビー・エス・ジャパンが販売
Neousys Technology製

BOX型PC、フレームグラバーカード

総
合
カ
タ
ロ
グ
の

定
期
配
送
を
開
始

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
希
望
者

へ
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
の
提
供



（3）　　　２０２２年（令和４年）４月６日

工
程
間
の
流
れ
を
つ
く
れ
て
い
な
い

限
り
、シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て

か
え
っ
て
管
理
が
発
生
し
、

在
庫
が
増
え
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に

対
す
る
考
え
方

急所56

　
以
前
、
私
が
改
善
を
お
手

伝
い
し
た
Ｋ
社
で
は
大
き
な

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
の
で
す
が
、
全
く
使
え

て
お
ら
ず
困
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
私
が
現
場
を
拝
見
す

る
と
工
程
の
分
割
が
細
か
す

ぎ
、
そ
の
結
果
中
間
在
庫
が

多
く
、
散
ら
か
り
放
題
の
状

態
で
し
た
。
そ
こ
で
み
ん
な

　
シ
ス
テ
ム
を
万
能
の
よ
う

に
考
え
て
、
導
入
す
れ
ば
生

産
性
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
と

思
い
こ
ん
で
い
る
会
社
は
多

い
も
の
で
す
。
し
か
し
シ
ス

で
Ｋ
Ｚ
法
（
経
営
者
参
加
型

の
５
Ｓ
技
法
）
を
行
っ
て
問

題
を
抽
出
し
、
全
員
で
改
善

を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
工

場
が
も
の
す
ご
く
す
っ
き
り

し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
工
程
数
を
減
ら
し
て
モ

ノ
が
停
滞
せ
ず
流
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
シ
ス
テ
ム
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
後
日
談
で
す
が
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
会
社
の
宣
伝
を
見
た

時
に
、
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
た
お
か
げ
で
在
庫
が
減
り

生
産
性
が
上
が
っ
た
成
功
事

例
を
し
て
そ
の
会
社
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

テ
ム
導
入
に
よ
っ
て
か
え
っ

て
管
理
の
た
め
の
人
が
増
え

て
、
在
庫
が
増
え
た
り
す
る

事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
結
果
と
し
て
借
金
ま

で
増
え
て
、
完
全
に
経
営
の

足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
さ
え
見
か
け
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
は
、
特
定
の
作

業
を
高
速
に
行
う
こ
と
を
得

意
と
し
て
い
ま
す
。
い
っ
た

ん
型
に
は
ま
れ
ば
素
晴
ら
し

い
能
力
を
発
揮
し
ま
す
が
、

応
用
性
に
は
乏
し
く
、
別
の

作
業
と
連
携
し
た
り
変
更
の

頻
度
が
高
い
場
合
に
は
、
そ

の
不
得
意
な
面
が
顔
を
出
し

ま
す
。

　
モ
ノ
づ
く
り
に
は
た
く
さ

ん
の
複
雑
な
工
程
が
あ
り
ま

す
。
工
程
間
の
流
れ
を
造
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
の
部

分
で
中
間
在
庫
が
た
ま
り
ま

す
。
工
程
数
を
減
ら
し
、
中

間
在
庫
を
持
た
な
く
て
も
工

程
が
つ
な
が
る
よ
う
な
流
れ

を
作
る
こ
と
で
、
初
め
て
シ

ス
テ
ム
導
入
が
生
き
て
く
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
、
地
震
、
水
害
、
雷
と

い
っ
た
従
来
の
製
造
業
向
け

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ

ｙ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
対
策
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
に
、
新
た
に
火

災
対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
、
４
月
か
ら
提
供
開

始
し
た
＝
写
真
。

　
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

専
門
の
知
識
・
経
験
を
有
す

る
人
材
が
あ
ら
か
じ
め
現
地

で
火
災
対
策
診
断
を
行
っ
た

上
で
設
備
（
ハ
ー
ド
面
）
と

組
織
・
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
ソ
フ
ト
面
）
の
両
面
か
ら

対
策
を
提
案
す
る
。

https://www.necf.jp/
information/20220325.
html

製造業ＢＣＰに
火災対策を追加
NECファシリティーズ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

新
本
社
が
本
格
稼
働

協
調
安
全
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

移
設
し
拡
充

ＩＤＥＣファクトリーソリューションズ新本社

　
同
社
は
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
グ
ル

ー
プ
会
社
と
し
て
、
制
御
技

術
を
核
に
、
工
作
機
械
、
半

導
体
・
液
晶
製
造
装
置
、
物

流
・
搬
送
装
置
等
に
関
連
す

る
シ
ス
テ
ム
製
品
の
設
計
・

受
託
生
産
等
の
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展

開
。
ま
た
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
強
み

と
な
る
安
全
関
連
機
器
や
安

全
シ
ス
テ
ム
を
軸
に
、
人
と

同
じ
現
場
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
各
種
メ
ー
カ
ー
の
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
サ
、
Ａ
Ｉ
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
、
協
調
安

全
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
事
業

に
注
力
し
て
い
る
。

　
新
本
社
は
、
地
上
３
階
建

鉄
骨
造
で
延
べ
床
面
積
２
９

１
５
平
方
㍍
。
約
14
億
円
を

か
け
て
完
成
し
た
。
１
階

は
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

方
法
や
安
全
な
シ
ス
テ
ム
構

築
方
策
を
提
案
の
拠
点
と
な

る
「
協
調
安
全
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
入

り
、
従
来
の
約
１
・
５
倍
と

な
る
２
８
４
平
方
㍍
に
拡
充

し
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
、
安
川
電

機
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
や
、
三
菱
電
機
の
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た

安
全
柵
な
し
の
シ
ス
テ
ム
、

自
律
走
行
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
各
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
そ
ろ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

長
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
１
階
に
は
協
調

安
全
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の

生
産
エ
リ
ア
を
設
け
、
生
産

能
力
を
拡
大
し
て
い
る
。
２

階
は
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、
３

階
は
設
計
・
営
業
・
経
営
管

理
な
ど
の
事
務
フ
ロ
ア
と
な

る
。

　
屋
上
に
は
年
間
３
・
８
万

kw
の
発
電
可
能
な
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
新
本

社
の
約
30
％
の
電
力
使
用
を

自
家
発
電
で
カ
バ
ー
で
き

る
。

　
ま
た
21
年
４
月
か
ら
稼
働

開
始
し
て
い
る
新
工
場
は
、

見
え
る
化
な
ど
を
駆
使
し
た

Ｉ
ｏ
Ｔ
工
場
と
な
っ
て
い

る
。
生
産
エ
リ
ア
に
大
型
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
「
生
産

工
程
の
見
え
る
化
」
を
行

い
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
部
品
・

完
成
品
の
自
動
搬
送
も
実

現
。
生
産
エ
リ
ア
の
拡
充
に

と
も
な
っ
て
シ
ス
テ
ム
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
を
従
来

の
２
倍
に
拡
大
し
た
。
21
年

度
か
ら
は
電
気
設
計
の
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
「
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
を

活
用
し
、
制
御
盤
内
に
使
用

す
る
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の

測
長
、
切
断
工
程
の
自
動
化

を
実
施
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
Ｉ
Ｄ

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
自

動
認
識
機
器
を
活
用
し
て

に
は
、
国
際
的
な
法
執
行
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
ラ
ン
サ

ム
ウ
エ
ア
の
集
団
を
取
り
締

ま
り
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
よ

る
身
代
金
を
押
収
し
、
犯
罪

者
を
逮
捕
す
る
と
い
う
取
り

組
み
を
実
施
。
ま
た
Ａ
ｐ
ａ

ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｇ
４
ｊ
の
脆

弱
性
が
こ
れ
ま
で
で
最
も
広

く
悪
用
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
侵
害
に
な
る
と
い
う
予
測

に
反
し
て
壊
滅
的
な
損
失
ま

で
至
ら
ず
に
消
火
さ
れ
た
。

　
同
社
の
共
同
創
業
者
兼
Ｃ

Ｔ
Ｏ
の
モ
レ
ノ
・
カ
ル
ー
ジ

氏
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
組
織

と
法
執
行
機
関
は
反
撃
し
、

よ
り
多
く
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

専
門
家
が
防
御
と
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
両
方
の
対
策
を
最
新

の
も
の
に
し
、
侵
害
後
の
対

応
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
を
示
す
良
い
兆
候

が
見
ら
れ
る
。
脅
威
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
脆
弱
性
や

攻
撃
の
本
質
を
よ
り
深
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

今
、
脅
威
を
打
ち
負
か
す
た

め
の
技
術
や
手
法
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し

て
い
る
。

　
同
レ
ポ
ー
ト
は
下
記
か
ら

入
手
で
き
る
。https://

www.nozominetworks.
com/ot-iot-security-
report/

　
Ｏ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
Ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
　
Ｎ

ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
は
、
Ｎ
ｏ

ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｂ
ｓ
が
調
査
し

た
「
最
新
Ｏ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
動
向
レ
ポ
ー

ト
」
を
公
開
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
は
、
同
社
が
年

２
回
発
行
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
、
２
０
２
１
年

下
半
期
に
は
脆
弱
性
が
21
％

増
加
し
、
巧
妙
化
す
る
犯
罪

攻
撃
が
定
期
的
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
な
か
で
、
行
政
や
企
業

な
ど
防
御
側
で
あ
る
組
織
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
改
善

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
反
撃

を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
ラ

ン
サ
ム
ウ
エ
ア
集
団
と
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
が

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
医
療
、
交
通
、
食
料
生
産

な
ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
は
非

常
に
脆
弱
で
、
攻
撃
者
に
と

っ
て
儲
か
る
標
的
と
し
て
攻

撃
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
７

月
か
ら
12
月
ま
で
に
脆
弱
性

は
６
５
１
件
報
告
さ
れ
、
過

去
６
カ
月
間
に
比
べ
て
２
割

以
上
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
防
御
側
が
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

関
す
る
戦
略
を
向
上
さ
せ
、

優
位
に
立
つ
兆
候
も
出
て
き

て
い
る
。
２
０
２
１
年
後
半

Nozomi「OT／IoTセキュリティレポート」

ランサムウエア 依然脅威

「
進
捗
管
理
を
見
え
る
化
」

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
２
０
２
２
年
４
月
に
愛
知
県
一

宮
市
の
新
本
社
（
愛
知
県
一
宮
市
東
島
２
―
８
）
が
完
成
・
稼
働
し
、
あ
わ
せ
て
協
調

安
全
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
新
本
社
１
階
に
移
設
・
拡
充
し
た
。

日
立「
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
サ
ー
ビ
ス
」

米・サ
ル
エ
ア
ー
社 

採
用

　
日
立
製
作
所
は
、
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
を
支
援
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ

ｉ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ａ

ｔ
ａ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
（
Ｈ
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）
」

が
、
米
国
子
会
社
の
空
気
圧

縮
機
メ
ー
カ
ー
・
サ
ル
エ
ア

ー
社
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
採
用
さ
れ
た
。

　
Ｈ
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
、
機
器
に
接

続
さ
れ
た
通
信
デ
バ
イ
ス
か

ら
送
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
収

集
、
蓄
積
・
管
理
、
利
活
用

を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
環
境

を
一
括
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
Ｌ
ｕ
ｍ
ａ
ｄ
ａ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
。

　
今
回
、
サ
ル
エ
ア
ー
社
が

提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
「
Ｍ
ｙ
　
Ｓ
ｕ
ｌ
ｌ
ａ
ｉ

ｒ
」
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ

ー
タ
連
携
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
稼
働
す
る
空
気
圧
縮
機
に

お
い
て
稼
働
情
報
な
ど
を
収

集
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
空
気
圧
縮
機
の
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
や
販
売
代
理
店
は
、

稼
働
状
況
な
ど
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
各
地
域
に

お
け
る
空
気
圧
縮
機
に
つ
い

て
遠
隔
か
ら
稼
働
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
ユ
ー
ザ
ー
権
限
ご
と
に

機
器
の
位
置
情
報
と
稼
働
状

況
を
地
図
上
に
一
覧
表
示
を

行
い
、
さ
ら
に
盗
難
や
設
置

禁
止
区
域
へ
の
持
ち
込
み
な

ど
予
期
し
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
の
利
用
に
対
す
る
警
告

機
能
も
提
供
し
、
稼
働
状
況

を
遠
隔
か
ら
監
視
し
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
製
品
の
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
ま
た
、
機
器
の
利
用
状
況

に
応
じ
て
必
要
と
な
る
定
期

交
換
部
品
や
消
耗
品
の
購

入
、
製
品
老
朽
化
に
伴
う
新

製
品
の
購
入
な
ど
の
プ
ロ
セ

ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
機
器
の

安
心
・
安
全
な
継
続
利
用
に

寄
与
し
、
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
リ
カ
ー
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
際
し
て

は
、
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
世
界
基
盤
」

で
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
と
日
立
の
米
国
子
会
社

で
あ
る
Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
　

Ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
　
Ｌ
Ｌ
Ｃ

が
導
入
を
支
援
。
通
信
デ
バ

イ
ス
に
は
、
日
立
産
機
シ
ス

テ
ム
「
Ｃ
Ｐ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
シ

リ
ー
ズ
」
を
活
用
し
、
「
Ｃ

Ｐ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
―
Ｍ
Ｇ
Ｗ
」

を
空
気
圧
縮
機
に
設
置
す
る

こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

介
し
た
空
気
圧
縮
機
の
稼
働

状
況
や
位
置
情
報
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
の
デ
ー
タ
な
ど
の
収
集

・
蓄
積
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

次
世
代
型
が
登
場

ス
ル
ー
プ
ッ
ト 

性
能
２
倍

Ivanti
　
Ｉ
Ｔ
資
産
の
管
理
、
検

出
、
保
護
、
サ
ー
ビ
ス
を
自

動
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
米
・
Ｉ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ

ｉ
の
日
本
法
人
Ｉ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ

ｉ
　
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ

は
、
次
世
代
型
の
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
製
品

と
な
る
「
Ｉ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
　

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ａ
ｐ

ｐ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
６
０
０

０
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
２
０
２
０
年

に
買
収
し
た
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ
　

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
社
「
Ｐ
ｕ
ｌ

ｓ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」
の
後

継
機
版
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｉ

Ｔ
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
物
理

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
仮
想
ア

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
し
て
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
展
開
、
も

し
く
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
展
開

で
き
、
企
業
は
、
世
界
中
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
ク
ラ
ウ

ド
へ
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

を
迅
速
・
安
全
に
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
従
来
モ
デ
ル
と
比
較
し

て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
に
関
し

て
約
２
倍
の
性
能
向
上
を
実

現
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
管
理
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｉ
ｖ
ａ

ｎ
ｔ
ｉ
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｎ
ｓ

　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ

　
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
」
と
併
用

す
る
こ
と
で
一
元
的
管
理
と

分
析
、
包
括
的
な
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
の
可
視
化
、
迅
速
な

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

対
応
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
作

成
を
可
能
に
す
る
。

外
部
電
源
不
要

高
感
度
カ
メ
ラ

Ｏ
Ｋ
Ｉ

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発

電
駆
動
で
外
部
電
源
が
不
要

で
、
夜
間
な
ど
暗
い
低
照
度

環
境
で
も
照
明
を
用
い
ず
鮮

明
に
撮
影
が
で
き
る
「
ゼ
ロ

エ
ナ
ジ
ー
高
感
度
カ
メ
ラ
」

を
発
売
し
た
。
橋
り
ょ
う
な

ど
老
朽
化
が
進
む
イ
ン
フ
ラ

構
造
物
や
、
河
川
氾
濫
、
土

砂
災
害
な
ど
の
状
況
を
、
昼

夜
を
問
わ
ず
監
視
す
る
こ
と

が
可
能
。
ま
た
、
同
時
発
表

す
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
イ
ン
フ
ラ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ

ｏ
ｎ
ｉ
ｆ
ｉ
」
な
ど
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
広
範
囲
で

の
イ
ン
フ
ラ
の
巡
回
点
検
の

自
動
化
、
遠
隔
地
か
ら
の
災

害
現
場
の
目
視
確
認
な
ど
、

総
合
的
な
防
災
Ｄ
Ｘ
が
実
現

で
き
る
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
本
商
品

を
、
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
を
保

有
・
管
理
す

る
鉄
道
・
道

路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
事
業

者
や
、
防
災

・
減
災
に
取

り
組
む
官
庁

・
自
治
体
な

ど
に
販
売
す

る
。

ゼ
ロ
エ
ナ
ジ
ー
高
感
度
カ
メ
ラ

イ
メ
ー
ジ
図



２０２２年（令和４年）４月６日　　　（4）

　
「
第
48
回
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
」
（
主
催
＝
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
協
催

委
員
会
）
が
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
３
、
４
、
５
号
館
で
４
月
８
日
（
金
）
・
９
日

（
土
）
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
７
ホ
ー
ル
で
４
月
22
日
（
金
）
・
23
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
る
。
開
場
時
間
は
両
会
場
と
も
、
８
、
22
日
が
10
時
〜
18
時
、
９
、
23
日
が
９
時
〜

17
時
。
入
場
無
料
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見

本
市
」
も
併
催
す
る
。
公
開
期
間
は
４
月
１
日
（
金
）
〜
23
日
（
土
）
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
は
電
設
業
界
最

大
規
模
の
見
本
市
と
展
示
即
売
会
の
一
つ
と
し

て
、
１
９
７
５
年
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
、
電

気
設
備
・
工
具
・
施
工
技
術
・
Ｆ
Ａ
な
ど
の
最

新
製
品
・
技
術
を
提
案
し
て
お
り
、
２
０
１
９

年
は
大
阪
と
東
京
会
場
合
わ
せ
て
３
万
５
０
０

０
人
超
が
集
ま
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
で
20
年
は
大
阪
、
東
京
と
も

開
催
を
中
止
し
、
21
年
は
大
阪
の
み
開
催
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
収
束
の
気
配
が

見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
感
染
防
止
対
策
を
万

全
に
行
い
な
が
ら
３
年
ぶ
り
に
大
阪
と
東
京
の

２
会
場
で
実
施
す
る
。

　
今
回
は
『
春
の
祭
展
〜
魅
せ
ま
す
未
来
、
こ

こ
か
ら
始
ま
る
新
時
代
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

る
電
気
設
備
、
工
具
、
施
行
技
術
、
Ｆ
Ａ
な
ど

企
業
約
２
０
０
社
が
一
堂
に
集
結
し
、
話
題
の

新
商
品
や
最
新
技
術
を
披
露
す
る
。
電
設
資

材
、
照
明
、
工
具
、
電
子
・
制
御
、
情
報
・
通

信
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
空
調
・
住
宅
設
備
な
ど

幅
広
い
分
野
が
集
結
す
る
総
合
見
本
市
と
展
示

即
売
会
と
し
て
、
時
代
に
即
し
た
新
し
い
提
案

を
行
い
な
が
ら
、
業
界
を
力
強
く
け
ん
引
し
て

き
て
い
る
。

　
主
な
出
展
製
品
は
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
通
信

ケ
ー
ブ
ル
、
端
末
処
理
材
、
電
線
管
お
よ
び
付

属
品
（
金
属
・
Ｖ
Ｅ
）
、 

金
属
製
可
と
う
電
線

管
、
電
路
支
持
材
、
施
設
照
明
器
具
、
住
宅
・

店
舗
用
照
明
器
具
、
配
線
器
具
類
、
接
続
・
圧

着
端
子
、
絶
縁
・
防
蝕
材
料
・
テ
ー
プ
、
耐
火

・
防
火
材
、
架
線
・
支
持
パ
ー
ツ
、
避
雷
針
・

接
地
器
材
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
、
蛍
光
管
球

類
、
Ｈ
Ｉ
Ｄ
類
、
電
球
類
、
配
電
盤
用
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
低
圧
ト
ラ
ン
ス
、
配
電
用
コ
ン
デ
ン

サ
、
高
圧
遮
断
器
・
断
路
器
、
ブ
レ
ー
カ
、
ホ

ー
ム
分
電
盤
、
ボ
ッ
ク
ス
類
、
電
子
・
制
御
機

器
類
、
情
報
盤
、
換
気
機
器
、
空
調
配
管
・
据

え
付
け
部
材
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
、
情
報
機
器
、
信
号
・
警
報
・
防
犯

機
器
、計
測
器
、工
具
類
、
家
電
製
品
な
ど
。

魅
せ
ま
す
未
来
、

こ
こ
か
ら
始
ま
る
新
時
代

春の祭展

ジャンボびっくり見本市第
48
回

インテックス大阪8日４月 金 ９日 土

東京ビッグサイト４月22日 金 23日 土 専
門
メ
ー
カ
ー
200
社
一
堂
に

特
設
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン

「
ま
る
ご
と
未
来
都
市
～

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の

実
現
に
向
け
て
」

　
特
設
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
は
、
『
ま
る
ご
と

未
来
都
市
〜
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
に

向
け
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５

・
０
を
先
行
的
に
体
現
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢

献
す
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
に
着
目

し
、
新
た
な
価
値
を
発
信
す
る
展
示
を
行
う
。

　
Ａ
Ｉ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
最
先
端
技
術

を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
、
都
市
開
発
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
、
防
犯
・
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

っ
た
生
活
全
般
を
便
利
に
す
る
未
来
社
会
の
実

現
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介
す
る
。

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー

大
阪
、東
京
で
開
催

　
▽
４
月
８
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
。
国

際
会
議
ホ
ー
ル
（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
２
階
）

　
演
題
＝
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど

の
よ
う
に
変
革
す
る
か
」

　
講
師
＝
大
村
鍾
太
桃
山
学
院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授

　
昨
今
、
多
く
の
企
業
が
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
「
変
革
」
と
ま
で
は
い
え

ず
、
単
に
既
存
の
プ
ロ
セ
ス
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
あ
て
は
め
る
だ
け
の
事
例
も
見
ら
れ
る
。
講

演
で
は
経
営
学
の
側
面
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
変

革
要
因
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
）
を
解
説

し
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
変
革
し

て
い
く
べ
き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
用
い
て

紹
介
す
る
。

　
▽
４
月
22
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
。
有

明
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
（
４
Ｆ
ホ
ー
ル
Ａ
）

　
演
題
＝
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
も
の
づ
く
り
戦
略
」

　
講
師
＝
朴
英
元
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
教
授
兼
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
附
属
経
営
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准

教
授

　
多
く
の
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
に
そ
っ

て
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
付
加
価
値
の
創
出

と
獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に

お
い
て
は
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
、
よ
り
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

講
演
で
は
日
本
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
、
す
な
わ
ち

Ｄ
Ｘ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
も
の
づ
く
り
経
営
戦

略
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
ま
た
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
分
析

の
活
用
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業
の
も
の
づ
く
り

の
暗
黙
知
を
競
争
力
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
提
案
す
る
。

　
※
聴
講
無
料
、
定
員
は
各
会
場
と
も
１
０
０

人
。
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
。

い
ち
お
し
商
品
コ
ン
テ
ス
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
出
展
企
業
の
〝
い
ち
お
し
〞
商
品
が
展
示
さ

れ
る
「
い
ち
お
し
商
品
コ
ー
ナ
ー
」
を
今
回
も

設
け
る
。
来
場
者
の
〝
い
ち
お
し
〞
商
品
を
投

票
で
決
め
る
人
気
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
投

票
者
に
は
漏
れ
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
今
回
は
ど
ん
な
〝
い
ち
お

し
〞
商
品
が
登
場
し
、
ど
れ
に
人
気
が
集
ま
る

の
か
注
目
さ
れ
る
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
充
実

　
同
見
本
市
で
は
、
電
設
機
器
以
外
に
も
買
い

物
を
楽
し
め
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
を

販
売
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
用
品
、
健
康
グ
ッ

ズ
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
、
ハ
ム
、
焼
き
菓
子
な
ど
、
お
み
や
げ
や
贈

り
物
に
最
適
な
品
ぞ
ろ
え
と
な
っ
て
い
る
。

福
引
コ
ー
ナ
ー

　
豪
華
賞
品
が
当
た
る
福
引
コ
ー
ナ
ー
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
景
品
を
用
意
し
て
お
り
、
会
場
で
の

買
い
上
げ
に
応
じ
て
チ
ャ
ン
ス
が
倍
増
す
る
。

来
場
者
に
記
念
品
進
呈

　
大
阪
、
東
京
の
各
会
場
に
招
待
券
（
グ
リ
ー

ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
イ
エ
ロ
ー
の
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
）
持
参
で
来
場
し
た
先
着
３
０
０
人

に
、
新
潟
県
産
こ
し
ひ
か
り
２
㌔
㌘
を
「
早
朝

来
場
者
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
ま
た
、
招
待
券
持
参
の
来
場
者
全
員
に
ス
リ

ム
シ
ョ
ー
ト
タ
ッ
プ
か
、
バ
ン
ブ
ー
フ
ァ
イ
バ

ー
配
合
マ
グ
カ
ッ
プ
を
来
場
記
念
品
と
し
て
進

呈
。オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
会
開
催

　
リ
ア
ル
展
と
併
催
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
２

０
２
２
」
を
開
催
す
る
。
来
場
の
申
し
込
み
に

は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
と
認
証
が
必

要
。
申
込
先
（https://showbooth.

v-jumbo.jp/events/ex/venue/request/
visitor_auth.php

）

業界の最新情報を発信

【大阪会場＝インテックス大阪】
　▽交通アクセス＝大阪メトロ中央線コ
スモスクエア駅下車徒歩９分、南港ポー
トタウン線中ふ頭駅下車徒歩５分、関西
国際空港リムジンバス「ハイアットリー
ジェンシー大阪」下車徒歩３分

【東京会場＝東京ビッグサイト】
　▽交通アクセス＝りんかい線国際展示
場駅徒歩７分、ゆりかもめ東京ビッグサ
イト駅徒歩３分、都営バス（東京駅丸の内
南口、東京駅八重洲口、門前仲町）東京ビ
ッグサイト下車、京急バス（横浜駅東口）
東京ビッグサイト下車

【新型コロナウイルス感染防止への対応】
●展示会の全参加者へのマスク着用
●展示ホール全出入り口に消毒液の設置
● サーモグラフィー、または非接触体温
計等による検温の実施

● 扉の開放、空調設備による会場内の十
分な換気（常時）

●セミナー会場での座席間隔の確保

●混雑度に応じて入場制限を実施
●会場内での食事の禁止等
【来場に関しての注意事項】
● 37.5℃以上の発熱がある方の来場をお
断り

● マスクを着用していない方は入場をお
断りする場合あり

「ジャンボびっくり見本市2022」会場へのアクセス
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出
展
各
社
の
製
品
紹
介

ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け
で
、製
作
仕
様
書
を
カ
ン
タ
ン
作
成

パトライト

https://www.patlite.co.jp/cob/

ホイスト用押しボタン開閉器仕様書
作成サービス　楽楽COB

ー
ズ
受
注
対
応
品
の
製
作
仕
様
書
を
簡

単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト「
楽
楽
Ｃ
Ｏ

Ｂ
」を
紹
介
す
る
。

ブ
ー
ス
№
は
大
阪
会

場
：
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

大
阪
４
号
館
№
８
１

０
、
東
京
会
場
：
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東

７
ホ
ー
ル
№
８
１

０
。

　
ホ
イ
ス
ト
用
押
ボ

タ
ン
開
閉
器
の
受
注

対
応
品
は
、
こ
れ
ま

　
パ
ト
ラ
イ
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
ホ
イ
ス

ト
用
押
ボ
タ
ン
開
閉
器
Ｃ
Ｏ
Ｂ
80
シ
リ

で
紙
媒
体
の
製
作
仕
様
書
を
お
客
さ
ま

に
記
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
「
記

入
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」
「
選
択
項

目
が
多
く
何
を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
「
前
回
の
製
作
仕
様
書
が
見

あ
た
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
数
あ

っ
た
。
ま
た
、
製
作
仕
様
書
の
記
入
漏

れ
や
記
入
間
違
い
に
よ
る
手
戻
り
も
、

お
客
様
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
た
。

　
「
楽
楽
Ｃ
Ｏ
Ｂ
」
は
、
ガ
イ
ド
に
従

い
な
が
ら
順
番
に
選
ん
で
い
く
だ
け

で
、
製
作
仕
様
書
が
簡
単
に
作
成
で
き

る
。
入
力
し
た
内
容
は
す
ぐ
に
完
成
イ

メ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
の
で
、
わ
か
り

や
す
い
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
も
マ
イ
ペ

ー
ジ
で
し
っ
か
り
管
理
で
き
る
。

Ｉ
Ｐ
２
Ｘ
の
安
全
保
護
構
造

スワロー電機

https://www.swallow.co.jp/

ねじアップ式フィンガープロテクト端子
台搭載電源トランス「ＳＣ-ＥＬシリーズ」

「
Ｓ
Ｃ
―
Ｅ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
保
護

機
能
Ｉ
Ｐ
２
Ｘ
に
対
応
し
た
独
自
開
発

の
端
子
台
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
端
子

カ
バ
ー
無
し
で
も
指
が
端
子
に
接
触
し

な
い
感
電
保
護
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
端
子
ね
じ
は
内
部
の
ス
プ
リ
ン

グ
に
よ
っ
て
持
ち
上
が
っ
た
状
態
で
保

持
す
る
た
め
に
、
ね
じ
の
脱
落
に
よ
る

短
絡
や
紛
失
を
防
止
す
る
。
さ
ら
に
、

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
通
電
状
態
を
表
示
で
き

る
。
加
え
て
、
結
線
が
ひ
と
目
で
確
認

で
き
る
カ
ラ
ー
端
子
台
を
採
用
す
る
と

と
も
に
、
圧
着
端
子
は
丸
型
・
Ｙ
型
の

両
方
が
使
用
可
能
で
、
配
線
接
続
作
業

　
ス
ワ
ロ
ー
電
機
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ

く
り
見
本
市
に
使
い
や
す
さ
を
考
慮
し

た
各
種
電
源
ト
ラ
ン
ス
を
展
示
す
る
。

　
こ
の
う
ち
、
ね
じ
ア
ッ
プ
式
フ
ィ
ン

ガ
ー
プ
ロ
テ
ク
ト
端
子
台
を
搭
載
し
た

は
圧
着
端
子
を
差
し
込
み
、
ね
じ
を
締

め
る
だ
け
で
完
了
す
る
な
ど
、
作
業
工

数
を
大
幅
に
削
減
。

　
一
方
、
電
源
ト
ラ
ン
ス
「
Ｃ
Ｌ
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
出
力
コ
ン
セ
ン
ト
（
Ａ
Ｃ

１
０
０
Ｖ
）、照
明
（
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）、

電
流
保
護
（
サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク

タ
）
を
一
体
化
し
た
新
製
品
で
、
盤
内

の
部
品
点
数
を
減
ら
し
、
作
業
工
数
削

減
に
貢
献
す
る
。
特
に
、
盤
内
作
業
で

電
源
が
必
要
な
時
に
す
ぐ
ト
ラ
ン
ス
付

帯
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使

用
で
き
る
た
め
便
利
。
ま
た
、
感
電
防

止
用
の
窓
フ
タ
付
き
保
護
カ
バ
ー
を
備

え
た
ね
じ
ア
ッ
プ
式
カ
ラ
ー
端
子
台
の

採
用
で
、
誤
配
線
や
作
業
事
故
を
防
止

で
き
る
。

『
即
納
』で
困
り
事
を
解
決

光洋電子工業

https://www.koyoele.co.jp/jp/

ＡＣサーボシステム／ロータリエンコ
ーダ／産業用電源／ＬＥＤ照明用電源

テ
ム
、
ロ
ー
タ
リ
エ
ン
コ
ー
ダ
、
産
業

用
電
源
等
で
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
困
り
事
の
解
決
を
提
案
す
る
。

　
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
で
は
、

即
納
は
当
然
の
こ
と
、
ト
ー
タ
ル

で
コ
ス
ト
削
減
を
期
待
で
き
る
Ｐ

Ｒ
モ
ー
ド
を
搭
載
し
た
シ
ス
テ
ム

を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
エ
ン
コ
ー
ダ

で
は
、
φ
38
薄
型
モ
デ
ル
Ｔ
Ｒ
Ｄ

―
Ｓ
Ｒ
／
Ｓ
Ｈ
Ｒ
に
Ｉ
Ｐ
65
タ
イ

プ
を
追
加
。
さ
ら
に
シ
ャ
フ
ト

長
、
取
り
付
け
穴
な
ど
豊
富
な
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
紹
介
。

　
光
洋
電
子
工
業
は
、
第
48
回
ジ
ャ
ン

ボ
び
っ
く
り
見
本
市
に
、
《
即
納
》
を

テ
ー
マ
に
出
展
し
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス

　
産
業
用
電
源
で
は
、
パ
ネ
ル
マ
ウ
ン

ト
タ
イ
プ
、
オ
ー
プ
ン
フ
レ
ー
ム
タ
イ

プ
に
Ｄ
Ｃ
48
Ｖ
タ
イ
プ
を
追
加
し
、
短

納
期
で
即
座
に
お
客
様
の
困
り
事
を
解

決
す
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
用
電
源
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

看
板
用
は
も
ち
ろ
ん
、
定
電
圧
・
定
電

流
電
源
と
し
て
も
使
用
出
来
る
製
品

を
、
数
量
限
定
で
即
納
品
を
展
示
。
防

水
機
能
も
あ
り
、
屋
外
使
用
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
採

用
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
も
展
示
し
、

目
の
前
に
あ
る
困
り
事
だ
け
で
な
く
、

中
長
期
的
な
困
り
事
に
つ
い
て
も
提
案

が
で
き
る
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

通
信
機
能
で
使
い
易
さ
向
上

大崎電気工業

https://www.osaki.co.jp/

電子式普通電力量計「コンパクト
ＥＭシリーズ（ニューモデル）」

　
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
で
は
、
無
通
電
状
態

で
も
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
ボ
タ
ン
を
押
し

て
指
針
値
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
、
停
電
時
や
電
力
量
計

の
取
り
付
け
前
後
で
も
指
針
値
を
確
認

で
き
、
使
い
易
さ
が
向
上
し
た
。

　
ま
た
、
赤
外
線
通
信
機
器
（
オ
プ
シ

ョ
ン
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
計
器
の

情
報
（
指
針
値
や
製
造
番
号
、
電
圧
・

電
流
値
な
ど
）
を
通
電
時
・
無
通
電
時

の
ど
ち
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
取
得
が

可
能
。

　
し
か
も
、
液
晶
の
数
字
表
示
桁
数

を
、
小
数
点
以
下
第
２
位
ま
で
増
や
し

　
大
崎
電
気
工
業
は
、
電
子
式
普
通
電

力
量
計
「
コ
ン
パ
ク
ト
Ｅ
Ｍ
シ
リ
ー

ズ
」
に
、
新
機
能
を
搭
載
し
た
ニ
ュ
ー

モ
デ
ル
の
販
売
を
開
始
し
た
。

た
こ
と
で
、
計
量
値
の
変
化
を
従
来
に

比
べ
早
く
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

現
場
で
の
負
荷
を
用
い
た
計
量
値
の
目

視
チ
ェ
ッ
ク
が
短
時
間
で
行
え
る
。

　
ま
た
、
通
信
機
能
付
の
製
品
で
は
、

順
方
向
に
加
え
、
逆
方
向
電
流
の
双
方

向
計
量
が
可
能
に
な
り
、
１
台
で
消
費

側
と
発
電
側
の
両
方
を
計
量
で
き
る
ほ

か
、
電
力
使
用
量
を
１
分
単
位
で
き
め

細
か
な
計
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
従
量
課
金
制
や

製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
に
も
貢
献
す
る
。

　
さ
ら
に
、
赤
外
線
通
信
と
周
辺
機
器

の
組
み
合
わ
せ
使
用
で
、
計
器
情
報
の

取
得
や
配
線
状
態
判
別
な
ど
が
可
能
に

な
り
、
誤
結
線
防
止
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
役
割
も
果
た
す
。

特
性
高
め
小
型
・
軽
量
化

相原電機

https://www.e-aiharadenki.co.jp

標準トランス
「ＥＣＬ-Ｎシリーズ」

蓄
積
を
生
か
し
た
各
種
電
源
ト
ラ
ン
ス

を
展
示
す
る
。

　
こ
の
ほ
ど
、
標
準
機
種
の
ト
ラ
ン
ス

Ｅ
Ｃ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

し
、
「
Ｅ
Ｃ
Ｌ
―
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

て
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
21
―
Ｎ
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
41
―

Ｎ
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
42
―
Ｎ
の
各
シ
リ
ー
ズ
50

機
種
（
容
量
50
Ｖ
Ａ
〜
20
ｋ
Ｖ
Ａ
）
を

販
売
開
始
し
た
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｌ
―
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

　
Ｃ
６
４
３
６
―
１
９
９
５
・
Ｊ
Ｉ
Ｓ

　
Ｃ
５
３
１
０
―
１
９
９
７
へ
の
準
拠

と
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
10
に
対
応
し
た
材
料
と
設

計
の
変
更
な
ど
で
絶
縁
性
・
電
気
特
性

　
相
原
電
機
は
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く

り
見
本
市
」
に
、
同
社
の
長
年
の
技
術

を
高
め
な
が
ら
小
型
・
軽
量
化
を
実
現
。

　
小
型
化
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
21
―
５
０
０

Ｎ
で
、
幅
が
１
３
４
㎜
か
ら
１
１
５
㎜

と
19
㎜
、
高
さ
が
１
４
５
㎜
か
ら
１
２

５
㎜
と
20
㎜
そ
れ
ぞ
れ
短
く
な
り
、
軽

量
化
で
は
、
１
Ｋ
Ｖ
Ａ
（
Ｅ
Ｃ
Ｌ
21
―

１
Ｋ
Ｎ
）
が
、
11
・
９
㎏
か
ら
９
・
５

㎏
と
２
・
５
㎏
の
大
幅
な
軽
量
に
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
軽
量
化
に
伴
い
、
取
り
付
け

寸
法
や
取
り
付
け
穴
（
ダ
ル
マ
穴
か
ら

長
穴
）
を
変
更
し
た
。

　
電
圧
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
21
―
Ｎ
が
１
次
２

２
０
―
２
０
０
Ｖ
、
２
次
１
１
０
―
１

０
０
Ｖ
に
変
更
に
な
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
41

―
Ｎ
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
42
―
Ｎ
は
従
来
シ
リ
ー

ズ
と
同
じ
で
変
更
な
し
。
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企業トピックス

■三菱電機、FA羅針盤でコラム「安全投資で生産性
の向上を―神余浩夫氏」公開
　三菱電機は、FA羅針盤でコラム「安全投資で生産
性の向上を」（神余浩夫氏）を公開した。
　工場設備の安全管理について、かつては従業員の訓
練や注意まかせとなっていたところ、いまはリスクア
セスメントに基づいた万全の安全対策を求められてい
る。機械の故障や制御系の不具合、作業員のヒューマ
ンエラー等も考慮して、安全規格に適合した安全制御
機器やシステム構築が必要となるなか、職場の安全の
考え方の変遷と三菱電機の安全制御機器について紹介
し、安全に関する最新トピックスについても解説して
いる。
https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/compass/
report/expert04/index.html
■オムロン、IIFESと国際ロボット展の出展内容を紹
介する特設サイト公開
　オムロンは、１月に行われたIIFESと、３月開催の
国際ロボット展について、同社の出展内容を紹介する
特設サイトを公開した。オムロンの近未来のものづく
りコンセプト「i-Automation」の進化系である
「i-AutomationNext」が中心テーマとなり、「人を
超える自動化」「人と機械の高度協調」「デジタルエ
ンジニアリング革新」を具現化する機器とシステム、
デモが行われ、それを特設サイトで紹介している。
https://www.fa.omron.co.jp/solution/iifes_
irex2022/index.html
■安川電機、e-メカサイトに高可搬人協働ロボットの
動画を追加
　安川電機は、製品・技術情報サイト「e-メカサイト」
に、高可搬人協働ロボット「MOTOMAN-HC20DTP
（防じん・防滴仕様）」を紹介する動画「可搬質量
20kg!　重いワークに対応する人協働ロボット」を公
開した。
　可搬質量20㎏の人協働ロボットMOTOMAN-HC20 
DTP（防じん・防滴仕様）の導入メリットやオール
インワンパッケージについて紹介する動画で、ロボッ
トによる荷積みで作業者の負荷を軽減。導入に必要な
装備がそろったパッケージは、初めてロボットを導入
する現場にも最適となっている。
https://www.e-mechatronics.com/application/
detail-264.html
■日伝、４月１日に組織変更　経営企画部の新設など
　日伝は、４月１日付で組織変更を行った。経営企画
本部を新設し、経営企画部と情報システム部を同本部
の直轄とし、営業推進部ＩＴ推進課を情報システム部
の管轄とした。中部ブロックでは豊橋営業所を岡崎営
業所に統合。西部ブロックでは東大阪営業所業務グル
ープを廃止し、東大阪営業所に統合。九州支店業務グ
ループを廃止し、営業課に統合。西部ＭＥシステム部
は八日市営業所を八日市支店へ昇格し、営業課と業務
グループを新設した。
https : / /www.n i ch i den .com/ in f o rmat i on /
uploads/20220301.pdf
■安川電機、インバータサポートツールDriveWizard
のサポートファイル（GA500）追加
　安川電機は、インバータサポートツールDrive 
Wizardに、GA50のサポートファイルを追加した。
https://www.e-mechatronics.com/download/tool/
inverter/drive_wizard/download.html
■横河電機、図研の最新ソリューション導入
　横河電機は図研の最新エレクトロニクス設計ソリュ
ーションである「CR-8000シリーズ」を国内全拠点と

中国と韓国の子会社で、また、設計データマネジメン
トシステム「DS-CR」を国内全拠点で導入した。
　同社は、2020年から「CR-8000シリーズ」と「DS-CR」
の運用を開始し、従来の電気CADシステムである
「CADVANCE」からのCADデータ変換等、さまざ
まな技術的な課題を解決しながら新設計環境への移行
を推進。2021年11月に国内全拠点と中国と韓国の子会
社で刷新が完了していた。今後、他の地域の拠点での
移行や導入を検討する。
https://www.zuken.co.jp/news/yokogawa_
electric_2022/
■オムロンソーシアルソリューションズと熊本県人吉
市、ゼロカーボンに向け連携
　オムロンソーシアルソリューションズ（OSS）と
熊本県人吉市は、人吉市における、2050年までにCO２
の実質排出量をゼロにする「ゼロカーボンシティ」の
実現に向け、相互に連携して取り組む連携協定を締結
した。人吉市とOSSが相互連携と協働による活動を
推進し、市内外に今回の協定内容や今後の取り組みに
ついて幅広く情報発信し、市民の地球温暖化防止に対
する意識醸成を図り、地域創生の観点からのエネルギ
ー循環の技術等を検討しゼロカーボンシティの実現に
寄与していく。
https://www.omron.com/jp/ja/news/2022/03/
c0329_2.html
■オプテックス、大阪営業所開設、防犯事業サービス
強化
　オプテックスは、国内防犯関連事業の営業とサービ
ス業務をより一層強化・充実するため、４月１日から
大阪営業所での営業を開始した。これにより国内防犯
関連事業における営業拠点は全国６拠点体制となる。
　住所は〒556-0011大阪府大阪市浪速区難波中２-10-
70なんばパークスタワー19F、電話は077-579-8004（オ
プテックス本社共通）
https://contents.x j -storage. jp/xcontents/
AS70197/383619ad/４c５d/4943/8319/af4358b４eaa２
/140120220317507485.pdf
■シーシーエス、UKCAマーキング対応を開始
　シーシーエスは、2023年１月１日より施行される
UKCAマーキングの対応について、UKCA対応製品
への表記を段階的に進める。３月14日から梱包材への
UKCAマーキングシールの貼付けを開始し、今後は
製品への直接表記を実施していく。
　UKCAマーキングは、英国のEU離脱を受け、CEマ
ークに代わるものとして英国で上市する製品に必要な
表示義務。
■オプテックス・エフエー、画像処理システム事業を
同グループのミツテックへ事業移管
　オプテックス・エフエーは、これまで展開していた
画像システム事業を同じオプテックスグループである
ミツテックに事業移管した。移管日は４月１日。移管
対象は、３D-Eyeシリーズ、HVSシリーズ含む画像シ
ステム事業。ただしIDS産業用カメラは引き続きオプ
テックス・エフエーが販売する。
https://www.mitsu-tec.com/news/2434/
■ファナック、CNC累計生産台数が500万台を達成
　ファナックは、2022年２月にCNCの累計生産台数が
500万台を達成した。1955年にNCを開発し、58年に初
号機を生産を開始してから実績を積み上げ、1974年に
１万台、1998年に100万台、2007年に200万台、2013年
に300万台、2018年に400万台の累計生産を達成し、
2022年２月に累計生産500万台に到達した。
■IMV、宇宙をテーマにした産学連携イベントに協賛
　IMVは、３月24日に東京で行われた宇宙産業をテー
マにしたイベント「Beyond　the　space～次世代を
担うものづくり人材を輩出する、超実践型ピッチイベ
ント」に協賛した。同イベントは、宇宙関連の研究・
プロジェクトに関わる学生や宇宙産業に関わる企業が
参加し、研究に纏わるエピソード、ビジネスアイディ
アなどの情報交換をするもので、20名以上の学生が各

々の研究内容や構想について発表し、その後交流を深
めた。
https://www.imv-global.com/news/beyondthespa 
ce/
■立花エレテック、４月１日に組織変更　３Dプリンタ
を部格に昇格
　立花エレテックは、４月１日に組織変更し、３Ｄプ
リンタビジネスを拡大する体制を構築するため、ＦＡ
システム事業本部において産業メカトロニクス事業部
の３Ｄプリンタ課を部格に昇格させる。
■立花エレテック、名古屋支社を移転
　立花エレテックは名古屋支店を移転した。新住所は
〒460-0008名古屋市中区栄一丁目８番16号　関電不動
産伏見ビル、電話番号は052-223-3511。
https://www.tachibana.co.jp/information/2217/
■テルヤ電機、平塚営業所と神奈川西営業所を移転
　テルヤ電機は、平塚営業所と神奈川西営業所を移転
した。新住所はともに〒243-0017神奈川県厚木市栄町
２-８-８。連絡先は、平塚営業所が046-244-3911、神
奈川西営業所が046-244-3561
■藤井産業、組織変更で社内カンパニー制を導入
　藤井産業は、社内カンパニー制を導入し、マテリア
ルイノベーションズカンパニーとインフラソリューシ
ョンズカンパニーの２カンパニーで事業を推進してい
く。社内カンパニー制によって権限の委譲と責任の明
確化により、事業特性に応じたフレキシブルな制度等
の構築を可能とすることで自律的成長を促し、事業間
シナジーの最大化、コスト構造の最適化を目指す。
　また、本部機能である社長室と管理部門を再編統合
し、コーポレートガバナンスやコンプライアンス等の
更なる強化など適切なリスクコントロールを行える体
制を整えた。
■明治電機工業、４月１日に組織変更　国際部に
　明治電機工業は、４月１日付で組織改編を行い、企
画管理本部下の海外企画室を再編して国際部とした。
■たけびし、４月１日に組織変更　技術本部、電子デ
バイス本部を再編
　たけびしは、４月１日で組織変更を行った。技術本
部を再編し、フィールドエンジニアリング部とシステ
ムエンジニアリング部に、システムソリューション開
発部をソリューション開発部に改称した。電子デバイ
ス本部も再編し、半導体デバイス第１部をグローバル
ビジネス推進部に統合し、グローバルビジネス推進部
の一部をデバイスマーケティンググループとして独立
させる。半導体第２部をデバイスソリューション部へ
改称する。
https://www.takebishi.co.jp/topics/
■英和、４月１日に組織変更　情報システム部を統合
　英和は、４月１日で組織変更を行い、情報システム
部を経営企画部に統合した。また北日本産機グループ
の新潟グループを関東産機グループに編入し、東北・
甲信越エリアの産業機械営業部組織運営の効率化を図
る。

イベント・セミナー・
キャンペーン

■シーシーエス、５、６月に東名阪でプライベート展
を開催
　シーシーエスは、５、６月にかけて東京・名古屋・
大阪で、画像処理検査の「見える！」を実現する外観
検査ソリューションをじっくり体験できるプライベー
ト展を開催する。
　８種類の波長による撮像ソリューションとなる「可
視光マルチバンド照明」や、複数の照明効果の画像を
１度で取得し、ワーク表面の柄やハレーションを除去
してシワやキズなどの欠陥を捉えることができる「ラ

インスキャンとフォトメトリックステレオ法を組み合
わせた新撮像ソリューション」の最新ソリューション
のほか、豊富なラインアップの長距離バー照明や、近
赤外/紫外照明、高出力光源ボックスなど、最新の検
査用照明を紹介する。
　日程・開催場所は、５月19、20日が大阪・梅田の毎
日インテシオ４階大会議室（D＋E）、６月９・10日が
東京・御茶ノ水のTKP御茶ノ水会議室502、６月23日
が愛知県・刈谷の刈谷市総合文化センターアイリス１
階展示ギャラリーとなる。
https://www.ccs- inc.co. jp/event/pr ivate_
exhibition_2022.html
■リタール、４月20日にオンラインセミナー「制御盤
の熱対策セミナー」
　リタールは、４月20日に「【聴講者満足度90％!】
録画放送：制御盤の熱対策セミナー　～基礎からコス
ト削減のノウハウまで～」を実施する。制御盤の適切
な冷却機器選定や設計の際の注意点など、熱対策にお
ける様々なノウハウを紹介する。日時は４月20日13時
30分～15時45分（オンライン聴講のみ）。聴講料は無料
https://www.r i t ta l .com/ jp - j a /content/ ja/
unternehmen/aktuelles_１/news_detail_430081.jsp
■EPLAN、４月13、27日にEPLANオンラインセミナ
ー開催
　EPLANは、４月13日と27日にEPLANオンラインセ
ミナーを実施する。設計や製造のDX化に向けてさま
ざまな問題や課題がある電気設計業界関係者向けに
EPLANの導入検討を提案するセミナーで、「EPLAN
を導入して何ができるのか」、「どのような問題の改
善が見込めるのか」、「導入検討にあたり、もう少し
事前に詳しく知りたい」などの声に回答する。参加無
料。
https://blog.eplanjapan.co.jp/onseminarinfo2022
■立花エレテック、４月20日にルネサス製ARMコア
搭載マイコンセミナー（オンライン）
　立花エレテックは、４月20日にオンラインセミナー
「ルネサス製ARMコア搭載マイコンセミナー～マイ
コンロードマップからセンサ導入ツールまで～」を開
催する。
　ルネサスが展開する　ArmCortex-Mベースの32ビ
ットMCU、RenesasRAマイコンファミリを取り上げ、
RAマイコンファミリの概要／ラインアップ／特長／
開発環境と、最新製品（RA２シリーズ、RA４シリーズ、
RA６シリーズ）を紹介。後半は、立花エレテックが
開発した、RA６M５搭載のセンサ導入ツールこれえ～
がな「EGNA」の紹介と実演を行う。
https://online.tc-kiwami.jp/public/seminar/
view/2179
■SMC、４月から６月のオンラインセミナー・空気圧
技術講習会の予定を公開
　SMCは４月から６月までのオンライン空気圧技術講
習会の予定を公開した。
　講習は①空気圧入門（空気圧システムを構成する各
機器と役割を習得し、システム全体が理解できる）、
②空気圧基礎（各機器の構造・作動原理を習得し、よ
り深く機器の機能が理解できる）、③メンテナンス（空
圧機器および空気圧システム構成上のトラブル対策を
習得し、メンテナンスへ役立つ）、④機器サイズ選定
（空気圧機器の駆動機器および駆動系制御機器の選定
方法と回路構成を習得し、設計へ役立つ）、⑤省エネ
（既設空気圧システムの省エネへの着手方法を習得し、
省エネ活動の推進へ役立つ）、⑥電動アクチュエータ
入門（空気圧シリンダと電動アクチュエータの使い分
けを習得し、システム全体が理解できる）、⑦国際規
格入門（国際規格の基本と海外規格へのSMCの対応
について理解できる）、⑧食品の安全規格（HACCP
などの食品安全規格の基本と食品安全管理に関する
SMCの対応品について理解できる）の８コース。各
コース共に30人。講習費用は無料。
https://www.smcworld.com/seminar/free/list.do
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業
１
部
長
）
下
川
得
夫

▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
計
装
本
部
計
装
シ

ス
テ
ム
２
部
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
計

装
本
部
計
装
シ
ス
テ
ム
１
部

長
）
大
津
宏
治
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
部
副
本
部
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
部
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
企
画
部
長
）
白
根
和

明
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
企
画

部
長
御
所
園
健
士
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
本
部
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
長
西
田
康
▽
Ｂ
Ｓ

Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
本
部
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
部
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
本
部
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
セ
ン

タ
ー
長
）
柴
本
覚
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ

東
京
本
店
広
域
営
業
１
部
長

高
久
誠
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京
本
店

広
域
営
業
２
部
長
新
井
博
幸

▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京
本
店
計
装
営

業
１
部
長
吉
田
達
也
▽
Ｂ
Ｓ

Ｃ
東
京
本
店
技
術
部
長
（
Ｂ

Ｓ
Ｃ
東
京
本
店
技
術
２
部

長
）
枝
根
央
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
東

京
支
店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京
本

店
環
境
営
業
部
長
）
中
西
洋

一
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
東
京
支
店
営

業
１
部
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京
本

店
城
南
営
業
所
長
）
木
島
雄

二
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
東
京
支
店
営

業
２
部
長
今
島
貴
彦
▽
Ｂ
Ｓ

Ｃ
東
東
京
支
店
技
術
部
長

（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京
本
店
技
術
１

部
長
）
石
本
洋
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
西

東
京
支
店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京

本
店
西
東
京
営
業
所
長
）
吉

澤
宏
晃
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
西
東
京
支

店
営
業
１
部
長
村
山
静
治
▽

Ｂ
Ｓ
Ｃ
西
東
京
支
店
営
業
２

部
長
島
澤
正
和
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
西

東
京
支
店
技
術
部
長
奈
良
英

明
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
西
東
京
支
店
立

川
営
業
所
長
武
井
祥
一
▽
Ｂ

Ｓ
Ｃ
北
海
道
支
店
長
（
Ｂ
Ｓ

Ｃ
関
西
支
社
技
術
部
長
）
南

昌
太
郎
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
関
東
支

店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
関
西
支
社
副

支
社
長
兼
Ｂ
Ｓ
Ｃ
関
西
支
社

計
装
営
業
部
長
）
西
村
和
彦

▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
関
東
支
店
技
術

部
長
保
坂
兼
伍
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東

関
東
支
店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
東
京

本
店
城
東
営
業
所
長
）
杉
明

憲
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
横
浜
支
店
長

（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
関
東
支
店
長
）

内
田
睦
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
横
浜
支
店

計
装
営
業
部
長
小
岩
井
治
▽

Ｂ
Ｓ
Ｃ
横
浜
支
店
技
術
部
長

（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
関
東
支
店
技
術

部
長
）
山
本
成
明
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ

長
野
支
店
長
三
星
安
弘
▽
Ｂ

Ｓ
Ｃ
中
部
支
社
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ

九
州
支
店
長
）
川
上
伸
治
▽

Ｂ
Ｓ
Ｃ
中
部
支
社
技
術
部
長

（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
横
浜
支
店
技
術
部

長
）
寺
田
敦
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
陸

支
店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
横
浜
支
店

計
装
営
業
部
長
）
石
崎
智
▽

Ｂ
Ｓ
Ｃ
関
西
支
社
計
装
営
業

１
部
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
計
装
本
部

計
装
シ
ス
テ
ム
２
部
長
）
新

田
谷
諭
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
関
西
支
社

計
装
営
業
２
部
長
塚
本
勝
敏

▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
関
西
支
社
技
術
部

長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
中
部
支
社
技
術

部
長
）
佐
藤
政
利
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ

関
西
支
社
調
整
技
術
部
長
坂

入
実
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
中
四
国
支
店

長（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
北
陸
支
店
長
）味

田
賢
一
▽
Ｂ
Ｓ
Ｃ
中
四
国
支

店
技
術
部
長
山
本
成
人
▽
Ｂ

Ｓ
Ｃ
九
州
支
店
長
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ

中
四
国
支
店
長
）
岡
本
和
博

▽
Ａ
Ａ
Ｃ
品
質
保
証
部
長
大

中
英
治
▽
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｐ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
（
Ａ
Ａ

Ｃ
営
業
推
進
本
部
営
業
推
進

部
副
部
長
）
刑
部
彰
一
▽
Ａ

Ａ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本

部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部

長
山
田
修
▽
Ａ
Ａ
Ｃ
中
部
支

社
営
業
２
部
長
加
藤
謙
介
▽

Ａ
Ａ
Ｃ
関
西
支
社
営
業
１
部

長
（
Ａ
Ａ
Ｃ
東
京
支
社
京
浜

営
業
所
長
）
長
岡
俊
雄
▽
サ

ー
ビ
ス
本
部
副
本
部
長
（
サ

ー
ビ
ス
本
部
北
日
本
サ
ー
ビ

ス
２
部
長
）
礒
崎
義
人
▽
サ

ー
ビ
ス
本
部
北
日
本
サ
ー
ビ

ス
２
部
長
三
木
文
夫
▽
ホ
ー

ム
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
本
部
営
業

推
進
部
副
部
長
浅
野
鉄
平

 

（
６
月
23
日
付
）

　
▽
取
締
役
（
常
勤
査
役
）

勝
田
久
哉
▽
社
外
取
締
役

（
社
外
監
査
役
）
佐
久
間
稔

▽
社
外
取
締
役
（
社
外
監
査

役
）
佐
藤
文
俊
▽
社
外
取
締

役
（
三
菱
総
合
研
究
所
顧

問
）
𠮷
川
惠
章

　
▽
退
任
（
社
外
取
締
役
）

田
辺
克
彦
▽
執
行
役
員
常
務

（
取
締
役
執
行
役
員
常
務
）岩

崎
雅
人
▽
執
行
役
常
務
（
取

締
役
執
行
役
員
常
務
）
北
條

良
光
▽
執
行
役
常
務
取
締
役

執
行
役
員
常
務
濱
田
和
康

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
常
務
執
行
役
員
経
営
戦

略
企
画
担
当
（
執
行
役
員
経

営
戦
略
企
画
担
当
）
吉
見
晋

一
▽
執
行
役
員
Ｕ
Ｓ
ビ
ジ
ネ

ス
担
当
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
戦
略
統
括
本
部
統
括
副
本

部
長IDEC CORPORAT 

ION DirectorAPEM 
Inc.

（USA

）President

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
戦
略

本
部
副
本
部
長IDEC CO 

RPORATION Director 
APEM

 Inc.

（USA

）Pr 
esident

）
舩
木
崇
雄
▽
執

行
役
員
製
品
戦
略
担
当
兼
製

品
戦
略
本
部
本
部
長
（
製
品

戦
略
本
部
副
本
部
長
）
河
中

保
則

　
▽
常
務
執
行
役
員
国
内
営

業
担
当
中
国
事
業
推
進
担
当

兼
技
術
営
業
部
部
長
（
常
務

執
行
役
員
国
内
営
業
担
当
中

国
事
業
推
進
担
当
）
河
中
泰

治
▽
安
全
・
防
爆
製
品
開
発

部
部
長
兼
機
器
製
品
開
発
部

部
長
安
全
・
防
爆
製
品
開
発

部
部
長
上
野
泰
史

　
オ
ム
ロ
ン

 

（
３
月
21
日
付
）

　
▽
監
査
役
室
長
（
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
＆
ブ
ラ

ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

本
部
Ｉ
Ｒ
部
長
）
奥
村
俊
次

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
購
買
・
品
質

・
物
流
本
部
物
流
統
轄
室
長

（
グ
ロ
ー
バ
ル
購
買
・
品
質

本
部
物
流
統
轄
部
長
）
辻
村

雅
則
▽
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
リ
ン
グ
室

長
兼
オ
ム
ロ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

本
部
共
創
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

長
兼
オ
ム
ロ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
）
井
上
智
子
▽
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
技
術
人
財
開
発
室

長
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
技

術
人
財
開
発
室
）
宮
副
浩
二

▽
技
術
・
知
財
本
部
副
本
部

長
兼
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
Ｒ
＆
Ｄ

セ
ン
タ
長
（
技
術
・
知
財
本

部
副
本
部
長
兼
コ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
長
兼
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
長
）
関
根
淳
一
▽
技
術
・

知
財
本
部
ア
ド
バ
ン
ス
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
長
（
技

術
・
知
財
本
部
エ
ン
ジ
ニ
ア

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
）
奥

野
雄
太
郎
▽
技
術
・
知
財
本

部
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
長
（
技
術
・
知
財
本
部
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ン
タ
長
兼
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
セ
ン
タ
長
）
武
村
賢
治

▽
技
術
・
知
財
本
部
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
技
術
業
務
統
括

室
長
兼
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
リ
ン
グ
室

共
創
戦
略
セ
ン
タ
長
（
技
術

・
知
財
本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
技
術
業
務
統
括
室
長
）

及
川
憲
之
▽
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

ン
ベ
ス
タ
ー
＆
ブ
ラ
ン
ド
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
本
部
Ｉ

Ｒ
部
長
（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

本
部
経
営
戦
略
部
）
岡
田
拓

朗
▽
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
技
術
開
発
本
部

長
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
技
術
開
発
本
部

第
１
技
術
部
長
兼
第
２
技
術

部
長
）
太
田
康
裕
▽
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ク
オ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
本
部
長
（
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
商
品

事
業
本
部
草
津
工
場
長
）
小

泉
秀
明
▽
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
ア
ド
バ
ン

ス
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

本
部
長
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
長
兼
企

画
室
業
界
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
長
）
井
上
宏
之
▽
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
本
部
長
（
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
）
寺
山
昇
志
▽
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
人
財
戦
略
室
長
（
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
オ
ム
ロ
ン
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
社
長
）
前
田
武
人

　
日
東
工
業

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
執
行
役
員
海
外
本
部
担

当
部
長
（
海
外
本
部
海
外
管

理
部
長
）
江
本
毅
▽
執
行
役

員
生
産
本
部
副
本
部
長
兼
菊

川
工
場
長
兼
生
産
管
理
部
・

菊
川
工
場
・
品
質
管
理
室
・

機
材
商
品
部
・
配
電
盤
商
品

部
・
磐
田
工
場
・
掛
川
工
場

担
当
（
生
産
本
部
機
材
商
品

部
長
）
河
路
勝
彦
▽
営
業
本

部
副
本
部
長
兼
東
京
支
店
・

首
都
圏
営
業
部
・
関
東
営
業

部
・
東
部
営
業
部
担
当
（
東

京
支
店
長
兼
首
都
圏
営
業
部

長
）
執
行
役
員
酒
井
浩
▽
営

業
本
部
副
本
部
長
兼
営
業
推

進
部
・
営
業
企
画
部
・
業
務

部
・
物
流
部
・
お
客
様
相
談

室
担
当
執
行
役
員
営
業
本
部

営
業
推
進
部
長
池
内
敏
浩
▽

機
材
設
計
部
・
機
器
商
品
部

（
品
質
管
理
室
）
執
行
役
員

生
産
本
部
副
本
部
長
兼
名
古

屋
工
場
・
瀬
戸
工
場
建
設
準

備
室
・
品
質
管
理
室
・
購
買

部
・
生
産
技
術
部
・
栃
木
野

木
工
場
・
名
古
屋
Ｉ
Ｔ
商
品

部
担
当
松
波
幸
一
▽
生
産
企

画
部
・
花
巻
工
場
・
唐
津
工

場
・
中
津
川
工
場
・
栃
木
野

木
工
場
担
当
（
執
行
役
員
菊

川
工
場
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
機
材
商
品
部
・
配
電

盤
商
品
部
・
機
材
設
計
部
・

磐
田
工
場
・
掛
川
工
場
担
当
）

生
産
本
部
長
兼
配
電
盤
設
計

部
担
当
小
牧
邦
博
▽
事
業
企

画
統
括
部
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事

業
企
画
室
担
当
部
長
（
執
行

役
員
事
業
企
画
統
括
部
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
事
業
企
画
室
長
）

鈴
木
忍
▽
執
行
役
員
扱
い
　

サ
ン
テ
レ
ホ
ン
出
向
（
生
産

本
部
副
本
部
長
兼
生
産
企
画

部
・
機
器
商
品
部
・
唐
津
工

場
・
中
津
川
工
場
担
当
）
執

行
役
員
浅
井
良
吉
▽
監
査
室

担
当
部
長
（
営
業
本
部
物
流

部
担
当
部
長
兼
菊
川
物
流
セ

ン
タ
ー
課
長
）
西
下
隆
司
▽

海
外
本
部
海
外
管
理
部
長

（
エ
レ
ト
ー
タ
イ
ラ
ン
ド
出

向
）
下
﨑
一
洋
▽
Ｄ
Ｘ
統
括

部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
戦
略
室

長
（
経
営
管
理
本
部
情
報
シ

ス
テ
ム
部
担
当
課
長
）
川
治

慎
吾
▽
同
統
括
部
情
報
シ
ス

テ
ム
部
長
（
経
営
管
理
本
部

情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
）
水
野

泰
宏
▽
事
業
企
画
統
括
部
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
業
企
画
室
長

（
生
産
本
部
機
材
設
計
部
長

兼
事
業
企
画
統
括
部
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
業
企
画
室
担
当
部

長
）
原
達
也
▽
同
統
括
部
機

器
事
業
企
画
室
長
（
生
産
本

部
機
器
商
品
部
長
）
高
橋
良

太
▽
開
発
本
部
技
術
管
理
部

長
（
開
発
本
部
機
材
開
発
部

長
）
伊
佐
治
範
幸
▽
同
本
部

機
器
開
発
部
長
（
同
本
部
機

器
開
発
部
第
一
グ
ル
ー
プ
課

長
）
伊
東
雄
一
▽
同
本
部
機

器
開
発
部
担
当
部
長
兼
事
業

企
画
統
括
部
機
器
事
業
企
画

室
担
当
部
長
（
同
本
部
機
器

開
発
部
長
）
加
納
利
春
▽
同

本
部
機
材
開
発
部
長
（
同
本

部
機
材
開
発
部
第
一
グ
ル
ー

プ
課
長
）
高
津
祐
司
▽
営
業

本
部
事
業
企
画
統
括
部
担
当

部
長
兼
務
を
解
く
営
業
本
部

営
業
本
部
営
業
推
進
部
担
当

部
長
小
田
島
一
郎
▽
同
本
部

首
都
圏
営
業
部
長
（
営
業
本

部
近
畿
営
業
部
長
）
淡
路
大

▽
同
本
部
近
畿
営
業
部
長

（
同
本
部
西
部
営
業
部
福
岡

営
業
所
長
）
黒
田
直
利
▽
生

産
本
部
生
産
管
理
部
長
（
生

産
本
部
配
電
盤
商
品
部
長
）

櫻
井
直
樹
▽
同
本
部
品
質
管

理
室
長
（
同
本
部
品
質
管
理

室
担
当
課
長
）
上
田
英
由
▽

同
本
部
購
買
部
長
（
同
本
部

購
買
部
購
買
課
長
）
長
谷
典

和
▽
同
本
部
生
産
技
術
部
長

（
同
本
部
生
産
技
術
部
担
当

部
長
兼
技
術
開
発
課
長
）
紅

林
直
▽
同
本
部
機
材
商
品
部

長
（
同
本
部
栃
木
野
木
工
場

長
）
阪
野
薫
紀
▽
同
本
部
配

電
盤
商
品
部
長
（
同
本
部
中

津
川
工
場
生
産
課
長
）
田
久

保
恵
一
郎
▽
同
本
部
機
材
設

計
部
長
（
同
本
部
掛
川
工
場

長
兼
品
質
管
理
課
長
）
鈴
木

一
正
▽
事
業
企
画
統
括
部
配

電
盤
事
業
企
画
室
担
当
部
長

兼
務
を
解
く
　
生
産
本
部
配

電
盤
設
計
部
長
小
久
保
健
司

▽
生
産
本
部
機
器
商
品
部
長

（
開
発
本
部
機
器
開
発
部
第

二
グ
ル
ー
プ
課
長
）
波
多
野

晶
也
▽
生
産
本
部
花
巻
工
場

長
（
東
北
日
東
工
業
出
向
）

相
澤
佳
宏
▽
同
本
部
栃
木
野

木
工
場
長
（
生
産
本
部
栃
木

野
木
工
場
担
当
部
長
）
川
井

勲
▽
同
本
部
名
古
屋
工
場
長

　
同
本
部
名
古
屋
Ｉ
Ｔ
商
品

部
長
山
田
祐
治
▽
同
本
部
掛

川
工
場
長
（
生
産
本
部
生
産

企
画
部
担
当
部
長
）
小
出
章

博
▽
新
愛
知
電
機
製
作
所
出

向
（
事
業
企
画
統
括
部
配
電

盤
事
業
企
画
室
担
当
課
長
兼

営
業
本
部
営
業
推
進
部
担
当

課
長
）
松
崎
貴
行
▽
大
洋
電

機
製
作
所
出
向
（
生
産
本
部

購
買
部
長
）
渡
辺
一
弘

　
▽
開
発
本
部
技
術
管
理
部

長
を
解
く
石
田
聰
▽
生
産
本

部
品
質
管
理
室
長
を
解
く
加

藤
秀
人
▽
生
産
本
部
菊
川
工

場
長
兼
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
長
を
解
く
鈴
木
寿
治
▽
生

産
本
部
生
産
技
術
部
長
を
解

く
三
浦
一
浩
▽
生
産
本
部
配

電
盤
設
計
部
担
当
部
長
を
解

く
森
一
峰

　
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク

 

（
４
月
１
日
付
）

▽
Ｍ
Ｓ
事
業
担
当
　
代
表
取

締
役
社
長
　
社
長
執
行
役
員

渡
邊
武
雄
▽
Ｆ
Ａ
機
器
事
業

部
長
兼
務
を
解
く
　
取
締
役

専
務
執
行
役
員
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ

ム
事
業
本
部
長
、
本
社
拠
点

担
当
山
口
均
▽
東
京
機
器
一

部
長
兼
東
関
東
支
店
長
兼
務

を
解
く
　
執
行
役
員
東
京
Ｆ

Ａ
機
器
本
部
長
小
林
幸
司
▽

退
任
（
執
行
役
員
Ｍ
Ｓ
事
業

担
当
）
植
田
裕
和

【
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
本

部
】

▽
執
行
役
員
（
機
器
三
部

長
）
機
器
本
部
長
角
村
太
典

▽
同
神
戸
Ｆ
Ａ
機
器
事
業
部

長
（
神
戸
Ｆ
Ａ
部
長
）
神
戸

Ｆ
Ａ
機
器
本
部
長
兼
神
戸
支

店
長
池
田
啓
之
▽
同
Ｆ
Ａ
事

業
企
画
室
長
兼
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ

ム
部
営
業
部
長
）
Ｆ
Ａ
シ
ス

テ
ム
戦
略
事
業
部
長
兼
Ｆ
Ａ

シ
ス
テ
ム
本
部
長
南
本
隆
吏

【
半
導
体
デ
バ
イ
ス
事
業
】

▽
執
行
役
員
外
資
半
導
体
デ

バ
イ
ス
二
部
長
　
外
資
半
導

体
デ
バ
イ
ス
統
括
兼
外
資
半

導
体
デ
バ
イ
ス
第
二
本
部
長

東
京
支
社
駐
在
小
西
健
司

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス

 

（
３
月
18
日
付
）

　
▽
取
締
役
執
行
役
員
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
事
業
本
部
長
（
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
事
業
本
部
長
）

御
影
池
太
朗

　
明
治
電
機
工
業

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
企
画
管
理
本
部
国
際
部

長
兼
国
際
部
国
際
営
業
課
長

（
企
画
管
理
本
部
海
外
企
画

室
長
）
安
井
慎
二
郎

　
山
善

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員

営
業
本
部
副
本
部
長
海
外
担

当
（
取
締
役
上
級
執
行
役
員

営
業
本
部
副
本
部
長
海
外
担

当
）
岸
田
貢
司
▽
機
工
事
業

部
副
事
業
部
長
第
一
営
業
担

当
（
大
阪
支
社
長
）
坂
本
伸

二
▽
大
阪
支
社
長
（
機
工
事

業
部
副
事
業
部
長
）
廣
岡
雅

人
▽
家
庭
機
器
事
業
部
副
事

業
部
長
兼
第
２
商
品
統
括
部

長
兼
西
日
本
営
業
部
長
（
家

庭
機
器
事
業
部
副
事
業
部
長

兼
量
販
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
兼
西
日
本
営
業
部
長
）

八
木
宏
昌
▽
名
古
屋
支
社
長

（
名
古
屋
支
社
岡
崎
支
店

長
）
岡
村
尚
文
▽
広
島
支
社

長
（
大
阪
支
社
副
支
社
長
）

亀
田
英
則
▽
住
建
事
業
部
副

事
業
部
長
兼
東
日
本
統
括
長

兼
Ｔ
Ｆ
Ｓ
営
業
部
長
（
住
建

事
業
部
副
事
業
部
長
兼
西
日

本
統
括
長
兼
西
日
本
統
括
関

西
営
業
部
長
）
鳥
巣
達
郎
▽

住
建
事
業
部
副
事
業
部
長
兼

西
日
本
統
括
長
（
住
建
事
業

部
副
事
業
部
長
兼
東
日
本
統

括
長
兼
Ｔ
Ｆ
Ｓ
営
業
部
長
兼

東
日
本
統
括
東
京
中
央
営
業

部
長
）
鳥
海
宏

 

（
６
月
28
日
付
）

　
取
締
役
上
席
執
行
役
員
家

庭
機
器
事
業
部
長
（
上
級
執

行
役
員
家
庭
機
器
事
業
部

長
）
中
山
尚
律

　
た
け
び
し

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
技
術
本
部
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
長
（
社

会
・
情
通
シ
ス
テ
ム
本
部
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
部
長
）
竹

内
龍
二
▽
社
会
・
情
通
シ
ス

テ
ム
本
部
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
部
長
（
社
会
・
情
通
シ
ス

テ
ム
本
部
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
部
営
業
課
長
）
狩
野
悦
伯

▽
電
子
デ
バ
イ
ス
本
部
業
務

部
長
（
電
子
デ
バ
イ
ス
本
部

半
導
体
デ
バ
イ
ス
第
１
部

長
）
堀
田
孝
紀
▽
電
子
デ
バ

イ
ス
本
部
デ
バ
イ
ス
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
部
長
（
電
子
デ
バ

イ
ス
本
部
半
導
体
デ
バ
イ
ス

第
２
部
長
）
永
田
一
男
▽
電

子
デ
バ
イ
ス
本
部
デ
バ
イ
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
竹
菱
（
上

海
）
電
子
貿
易
有
限
公
司
総

経
理
）
妹
尾
勇
一
▽
経
営
戦

略
室
事
業
推
進
部
長

　
萬
世
電
機

 

　
（
４
月
１
日
付
）

　
▽
常
務
取
締
役
電
子
デ
バ

イ
ス
本
部
長
兼
東
京
支
店
長

兼
業
務
部
長
兼
電
子
技
術
部

長
兼
電
子
デ
バ
イ
ス
第
三
部

長
（
常
務
取
締
役
電
子
デ
バ

イ
ス
本
部
長
兼
東
京
支
店
長

兼
業
務
部
長
兼
電
子
技
術
部

長
）
伊
藤
弘
行
▽
取
締
役
Ｆ

Ａ
機
器
本
部
長
（
取
締
役
Ｆ

Ａ
機
器
本
部
長
兼
配
電
制
御

部
長
）
白
川
勝
三
▽
Ｆ
Ａ
機

器
本
部
副
本
部
長
（
兼
）
配

電
制
御
部
長
（
２
０
２
２
年

４
月
１
日
付
受
入
出
向
出
向

元
三
菱
電
機
）
山
内
孝
司
▽

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
長
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｌ
）

小
西
剛
▽
産
業
シ
ス
テ
ム
本

部
機
電
部
長
（
産
業
シ
ス
テ

ム
本
部
機
電
部
機
電
Ｇ
Ｌ
）

木
村
昌
弘

　
ス
ズ
デ
ン

 

（
４
月
１
日
付
）

　
▽
代
表
取
締
役
専
務
営
業

部
門
・
技
術
部
門
管
掌
（
取

締
役
営
業
部
門
・
技
術
部
門

管
掌
）
高
谷
健
文
▽
代
表
取

締
役
専
務
管
理
部
門
・
Ｉ
Ｔ

部
門
管
掌
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
担
当
（
取
締
役
管
理
部
門

・
Ｉ
Ｔ
部
門
管
掌
）
安
岳
宗

吉
▽
取
締
役
業
務
部
門
・
海

外
部
門
管
掌
（
取
締
役
営
業

部
門
・
海
外
部
門
管
掌
）
伊

藤
義
則
▽
取
締
役
（
取
締
役

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
業

務
部
門
管
掌
）
小
川
幸
二

　
藤
井
産
業

 

（
４
月
１
日
付
）

▽
専
務
取
締
役
イ
ン
フ
ラ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ

ー
カ
ン
パ
ニ
ー
長
（
専
務
取

締
役
建
設
シ
ス
テ
ム
部
門
統

括
）
滝
田
敦
▽
専
務
取
締
役

マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ン
パ
ニ

ー
長
（
専
務
取
締
役
電
設
部

門
統
括
）
関
勝
利
▽
専
務
取

締
役
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部
本

部
長
（
専
務
取
締
役
社
長
室

長
）
渡
邉
純
一
▽
常
務
取
締

役
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
副
カ
ン
パ

ニ
ー
長
兼
産
業
シ
ス
テ
ム
営

業
本
部
長
（
常
務
取
締
役
産

業
シ
ス
テ
ム
部
長
）
小
林
建

一
▽
常
務
取
締
役
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
本
部
副
本
部
長
兼
総
務

部
長
兼
労
務
人
事
部
長
兼
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長
兼

太
陽
光
発
電
事
業
部
長
（
常

務
取
締
役
管
理
部
門
統
括
兼

総
務
部
長
兼
労
務
人
事
部
長

兼
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

長
）
大
久
保
知
宏
▽
取
締
役

イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
建
設
シ
ス
テ

ム
営
業
本
部
長
（
取
締
役
設

備
シ
ス
テ
ム
部
長
兼
業
務
管

理
部
長
）
篠
﨑
清
▽
取
締
役

マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
施
工
管
理

本
部
長
兼
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
工
事
部
長
（
取
締
役
情

報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長
兼

工
事
部
長
）
鬼
橋
俊
行
▽
取

締
役
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
営
業

本
部
長
（
取
締
役
建
設
資
材

部
長
）
小
泉
正
弘
▽
執
行
役

員
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
営
業
本

部
電
設
本
社
営
業
部
長
（
執

行
役
員
電
設
部
門
本
社
営
業

部
長
）
大
橋
利
之
▽
執
行
役

員
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
営
業
本

部
電
設
第
二
営
業
部
長
兼
小

山
支
店
長
（
執
行
役
員
電
設

部
門
第
二
営
業
部
長
兼
小
山

支
店
長
）
宇
賀
神
聡
▽
執
行

役
員
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
営
業

本
部
電
設
第
五
営
業
部
長
兼

つ
く
ば
支
店
長
兼
千
葉
支
店

長
（
執
行
役
員
電
設
部
門
第

五
営
業
部
長
兼
つ
く
ば
支
店

長
）
坂
入
芳
隆
▽
執
行
役
員

マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
物
流
調
達

本
部
長
兼
物
流
部
長
兼
資
材

調
達
部
長
（
執
行
役
員
電
設

部
門
仕
入
企
画
部
長
）
大
貫

雅
利
▽
執
行
役
員
マ
テ
リ
ア

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン

パ
ニ
ー
業
務
管
理
本
部
長

（
執
行
役
員
電
設
部
門
統
括

付
）
澁
川
康
之
▽
執
行
役
員

マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
事
業
開
発

部
長
兼
東
京
支
店
長
（
執
行

役
員
電
設
部
門
エ
リ
ア
開
発

部
長
兼
社
長
室
事
業
開
発
部

長
兼
東
京
支
店
長
）
大
澤
充

男
▽
執
行
役
員
イ
ン
フ
ラ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ

ー
産
業
シ
ス
テ
ム
営
業
本
部

機
器
制
御
第
一
営
業
部
長
兼

営
業
開
発
部
長
（
執
行
役
員

産
業
シ
ス
テ
ム
部
機
器
制
御

第
一
営
業
部
長
兼
技
術
部

長
）
増
渕
誠
▽
執
行
役
員
イ

ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

カ
ン
パ
ニ
ー
産
業
シ
ス
テ
ム

営
業
本
部
機
器
制
御
第
三
営

業
部
長
兼
高
崎
支
店
長
兼
太

田
支
店
長
（
執
行
役
員
産
業

シ
ス
テ
ム
部
機
器
制
御
第
三

営
業
部
長
兼
高
崎
支
店
長
兼

太
田
支
店
長
）
林
唯
量
▽
執

行
役
員
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
建
設

シ
ス
テ
ム
営
業
本
部
副
本
部

長
（
執
行
役
員
建
設
シ
ス
テ

ム
部
門
建
設
営
業
部
長
兼
東

北
Ｐ
Ｍ
担
当
兼
東
北
支
店

長
）
植
木
一
元
▽
執
行
役
員

イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
建
設
シ
ス
テ

ム
営
業
本
部
設
備
営
業
部
長

（
執
行
役
員
設
備
シ
ス
テ
ム

部
営
業
部
長
）
森
戸
新
一
▽

執
行
役
員
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
建

設
シ
ス
テ
ム
営
業
本
部
名
古

屋
建
設
営
業
部
長
兼
名
古
屋

支
店
長
（
執
行
役
員
建
設
シ

ス
テ
ム
部
門
名
古
屋
建
設
営

業
部
長
兼
名
古
屋
支
店
長
）

根
木
鉄
二
▽
執
行
役
員
イ
ン

フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ

ン
パ
ニ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
本
部
長
（
執
行
役
員
建
設

シ
ス
テ
ム
部
門
統
括
部
長
）

大
塚
貢
▽
執
行
役
員
イ
ン
フ

ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン

パ
ニ
ー
企
画
室
長
兼
業
務
管

理
本
部
長
兼
産
業
シ
ス
テ
ム

業
務
管
理
部
長
（
執
行
役
員

産
業
シ
ス
テ
ム
部
産
業
シ
ス

テ
ム
企
画
管
理
部
長
兼
営
業

開
発
部
長
）
大
村
亨
▽
執
行

役
員
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
企
画
室

事
業
開
発
部
長
（
執
行
役
員

建
設
シ
ス
テ
ム
部
門
設
計
部

長
兼
新
事
業
開
発
部
長
）
大

矢
俊
樹
▽
執
行
役
員
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
本
部
財
務
部
長
（
執

行
役
員
管
理
部
門
財
務
部

長
）
谷
澤
茂
▽
執
行
役
員
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
本
部
経
営
企
画

部
長
（
執
行
役
員
社
長
室
経

営
企
画
部
長
）
杉
浦
啓
一
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